


情報調査室（☎㉑5539）

　

大
き
な
時
代
の
転
換
期
の
中
で
、
世
界
的
な
不
況
も
重
な
り
、

伊
勢
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
少
人
口
・
生
産
年
齢
人
口
の
大
き
な
減
少
と
、
老
年
人
口
の
増

加
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
伊
勢
市
で
の
人
口
減
少
・
少
子
化
・

高
齢
化
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
付
け
を
残
さ
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
伊
勢
市
が

健
全
経
営
を
し
て
い
く
た
め
、
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
現
在
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
将
来
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

と
も
に
満
足
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
第
二
次
行
財
政

改
革
大
綱
」（
計
画
期
間
：
平
成
22
〜
25
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　

目
標
は

　
　

住
民
満
足
度
の
向
上

　

今
回
の
行
財
政
改
革
大
綱
の

大
き
な
目
標
は
「
住
民
満
足
度

の
向
上
」
で
す
。

　

行
財
政
改
革
は
、
最
終
的
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
「
こ
の

ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
も
こ
の
ま
ち
に
住
み
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め

の
も
の
で
す
。

　

行
政
と
地
域
と
の
役
割
分
担

や
事
業
見
直
し
に
よ
り
、
短
期

的
に
見
れ
ば
市
民
の
皆
さ
ん
に

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
期

的
に
見
れ
ば
地
域
の
自
立
に
つ

な
が
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
満

足
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
な
が
ら
、

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
や
み
く
も
に
歳
出
を
削
減

す
る
こ
と
が
目
的
で
な
い
こ
と

も
確
認
し
な
が
ら
改
革
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

将
来
の
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
と

も
に
満
足
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
今

取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
示
す
こ

と
が
、
こ
の
行
財
政
改
革
大
綱

の
目
的
で
す
。

　

今
後
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
着
実
に
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
行
財
政
改
革
大
綱
で

は
、
住
民
満
足
度
の
向
上
と
い

う
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、３
つ
の
柱
「
財
政
改
善
」

「
情
報
戦
略
」「
効
率
化
」
を
設

定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
柱
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
単
独
の
柱
で
は
な
く
、
相
互

に
関
連
し
、
住
民
満
足
度
を
向

上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

実
施
計
画
で
は
、
３
つ
の
柱

の
12
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、

事
業
費
削
減
・
人
件
費
削
減
・

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委

託
）
を
は
じ
め
と
す
る
64
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱
と

実
施
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、情
報
調
査
室
に
あ
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
３
つ
の
柱

具
体
的
な
取
り
組
み
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行財政改革の３つの柱
財政改善柱１

　第一次行財政改革大綱でも、大きな課題として歳出削減・人

件費削減を中心とした財政状況の改善に取り組んできました

が、長期的な視点で将来を見据え、引き続き財政状況の改善に

向けた取り組みを行う必要があります。

　必要な投資とスリム化とのバランスを取り、一方では行政運

営の質の向上を図りながら、財政状況の改善に取り組んでいき

ます。また、財政状況について市民の皆さんへ分かりやすく明

示していきます。

財政改善の基本方針
○歳入の一層の確保に努めます

○歳出の見直しを図ります

○財政状況をわかりやすく伝えます

情報戦略柱2
　「行政からどのような情報発信が必要か」「市民の皆さんの意見を市政へ反映させるため

にはどのような情報の吸い上げが必要か」「事業を実施する際にはどのような情報が必要

か」を見直し、分かりやすく、効率的で、風通しの良い市政運営につなげていきます。

　既存の手法に加え、新たな情報発信・広聴の手法を通じ、情報戦略を展開していきます。

また、情報の在り方を良くしていくことで、行政運営の透明度を高めていきます。

効率化柱3
　効率的で市民ニーズに即した事業を展開

することを目指します。そのために、アウ

トソーシング（外部委託）を展開することで、

効率的で魅力ある公共サービスを提供して

いきます。職員が行う事業・業務について

も改善を積み重ね、業務や制度を簡素なも

のにしていくことで、一層の効率化を図り

ます。

　また、人材の有効配置や意識改革の浸透、

多様な働き方の検討などを進め、職員が活

気を持って働く組織を目指します。

効率化の基本方針
○アウトソーシングを進めます

○改善運動を展開します

○業務・制度の簡素化・効率化を進めます

○職員が活気を持って働く環境を作ります

満足
満足

満足

満足

満足満足

市
民

◎
効
率
化

◎
情
報
戦
略

◎
財
政
改
善

情報戦略の基本方針
○魅力的な情報を発信します

○風通しの良い行政運営をします

○情報を重視して事業を実施します

○市民の皆さんの声を市政に生かします

○庁内情報を整理します

行財政改革大綱策定経費〔平成22年度予算〕　35万4千円

平成23年2月号3



平成22年分（平成23年度）

所得税の確定申告、市・県民税の申告
所得税の確定申告…伊勢税務署（☎㉘3191〔自動音声案内〕）
市・県民税の申告…課税課市民税係（☎㉑5534）

　所得税の確定申告と市・県民税の申告について、作成指導
を行う申告会場を開設します。
　申告会場では、職員のアドバイスを受けながら、パソコン
を使って申告書の作成ができます。申告書の作成方法などが
分からない人は利用してください。
　なお、期間中は、申告会場以外（税務署・市役所・各総合支所・
各支所）では、申告書の作成指導を行いませんのでご注意く
ださい。

所
得
税
の
確
定
申
告

■
確
定
申
告
会
場

と
き　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15

日
㈫
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
な
る
べ
く
午
後
４
時

ま
で
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
い
せ
シ
テ
ィ
ー
プ

ラ
ザ
）・
２
階

※
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

の
利
用
者
識
別
番
号
・
暗
証
番

号
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
を
自
宅
な
ど
で

作
成
し
た
場
合
は
、
な
る
べ
く

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
に
よ

り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp
）
に
あ
る
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
便

利
で
す
。

申
告
書
の
郵
送

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
次
の
方
法
で
提
出

し
た
人
に
は
、
平
成
22
年
分
の

申
告
書
な
ど
は
郵
送
さ
れ
ま
せ

ん
。
必
要
な
人
は
、
伊
勢
税
務

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・・
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た

 

・・
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
を
利
用
し
た

 

・・
確
定
申
告
会
場
で
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
て
申
告
し
た

お
願
い

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
も
、
引
き
続
き
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
と
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
の
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

市
・
県
民
税
の
申
告

■
申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

と
き　

２
月
16
日
㈬
〜
３
月
15

日
㈫
（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
な
る
べ
く
午
後
４
時

ま
で
）

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
い
せ
シ
テ
ィ
ー
プ

ラ
ザ
）・
２
階

※
昼
休
み
は
、
限
ら
れ
た
職
員

数
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
告
相
談
サ
ブ
会
場

　

表
①
の
と
お
り
、
簡
易
な
申

告
を
対
象
に
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。
申
告
相
談
メ
イ
ン
会
場

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
会
場
、

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
場

で
は
、
国
民
健
康
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告

相
談
会
場
で
は
申
告
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
会
場

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・・
土
地
建
物
・
株
式
・
先
物
取

引
の
譲
渡
所
得
や
損
失
の
繰
り

越
し
が
あ
る

 

・・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
を

す
る

 

・・
青
色
申
告
を
す
る

 

・・
長
時
間
を
要
す
る
申
告
を
す

る
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あなたは市・県民税の申告が必要でしょうか？

START
平成23年1月1日に、
伊勢市に住んでいまし
たか？

伊勢市への申告は不要
です。1月1日に住んで
いた市区町村で、申告
が必要かどうかを確認
してください。

平成22年中に何らかの
収入がありましたか？

申告は不要です。
※国民健康保険・後期高齢者
医療保険に加入している人
や、所得証明書などが必要な
人は、申告をして下さい。

所得税の確定申告書を税
務署へ提出しますか？

申告は不要です。

給与所得者ですか？

市・県民税の申告が
必要です。

給与のほかに、営業・農
業・不動産などの所得が
ありますか？

給与支払者から市役所へ
給与支払報告書が提出さ
れていますか？
※不明な場合は勤務先へ問
い合わせてください。

申告は不要です。
※年末調整されていない何らかの控除を受けようとする場合は、申
告してください。

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

表②　申告するときに必要な主な物
共通して必要な物 ・・申告書　・・印鑑

所得を申告するときに必要な物
・・給与所得者・年金受給者…源泉徴収票（コピー不可）
・・営業・農業・不動産などの収入がある人…収支内訳書などと、その内容が確認    
  できる物（関係帳簿・経費の領収書など）

控除を申告
するときに
必要な物

社会保険料控除
・・健康保険料などの支払い金額が分かる物
  （国民年金保険料の控除を受ける場合は証明書類が必要）

生命保険料控除・地震保険
料控除

・・保険会社などから発行される保険料控除証明書

障害者控除 ・・障害者手帳または障害者控除対象者認定書（※1）

医療費控除

・・平成 22 年 1月 1日～ 12 月 31 日に支払った医療費の領収書と、その内容が
  確認できる医療費の明細書（合計金額が分かるように記載してある物）
・・保険金や高額医療費により補てんされた金額が確認できる書類
・・介護保険関係の支払いがあった場合は、指定介護老人福祉施設利用料等領収証  
  など

住宅に関する控除（※2） ・・請負契約書の写しなど（必要書類が多いため、国税庁のホームページでご確認  
  いただくか、伊勢税務署へ問い合わせてください）

所得税の還付を受けるときに必要な物 ・・申告者名義の口座が分かる物（預金通帳など）

※ 1　障害者控除対象者認定書は、介護保険の要支援・要介護認定を受けている 65歳以上の人を対象とする書類です。交付の可否に
　　　ついては、介護保険課（☎㉑ 5647）へ問い合わせてください。
※ 2　住宅に関する控除とは、住宅借入金等特別控除・バリアフリー改修等住宅借入金等特別控除・住宅耐震改修特別控除などのこと
　　　です。

表①　市・県民税の申告相談サブ会場
ところ と　き

沼木農村環境改善センター 2月 17日㈭

大湊地区コミュニティセンター
宮本地区コミュニティセンター

2月 18日㈮

神社地区コミュニティセンター 2月 21日㈪

四郷地区コミュニティセンター 2月 22日㈫

豊浜地区コミュニティセンター 2月 28日㈪

北浜地区コミュニティセンター 3月  1 日㈫

城田地区コミュニティセンター 3月  2 日㈬

生涯学習センターいせトピア・
1階会議室 1 3月  3 日㈭

御薗総合支所・２階 2-4 会議室
2月 21日㈪・22日㈫
3月  4 日㈮・  7 日㈪・
8日㈫

二見生涯学習センター
2月 16日㈬・17日㈭
3月  4 日㈮・  7 日㈪・
8日㈫

小俣公民館・１階
2月 23日㈬～ 25日㈮
3月  9 日㈬・ 10日㈭・
11日㈮・14日㈪

※いずれも時間は、午前 9時 30分～正午・午後 1時～ 3時
30分（受け付けは午後 3時まで）です。
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生涯学習・スポーツ課（☎㉒7891）

と　き　2月20日㈰
　　　　午前9時スタート
コース　県庁前（津市）
　　　　　～県営総合競技場

　

今
年
も
、
津
市
か
ら
伊
勢
市
ま
で

の
42
・
１
９
５
㎞
を
、
各
市
町
か

ら
選
抜
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
が
、
各

区
間
１
人
ず
つ
計
10
人
で
、
１
本

の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
走
り
ま
す
。

　

沿
道
で
は
太
鼓
応
援
な
ど
も
行
わ

れ
、
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

※通過時間は、すべて予定です。

沿道で応援する太鼓の皆さん

❶湯田小公園前（おばた離宮院太鼓）
❷度会橋東詰所（川端柳太鼓）
❸中京銀行伊勢支店前（曽祢町清川太鼓）
❹一之木交差点付近駐車場（伊勢一之木須原太鼓）
❺新道伊勢市駅側出口駐車場（宮後祭心会紅舞太鼓）
❻松葉内科駐車場（八日市場町蛭子太鼓）
❼明倫小学校駐車場（岡本町鹿聞里楓太鼓）
❽宅建協会伊勢志摩支部駐車場（伊勢古市翔龍会）
❾御木本道路沿いサークルＫ駐車場（二見太鼓）
⑩猿田彦神社前（さだひこ太鼓）
⑪猿田彦神社前（通町鼓遊太鼓）
⑫県営総合競技場駐車場（和太鼓伊勢天翔）

10
11
12

伊勢市選手団の皆さん　  　　　（敬称略、同一区間の選手の並びは 50音順）

第１区
1.28㎞ 奥田　幸弓

（南勢陸上クラブ５年）

佐々木結花
（南勢陸上クラブ６年）小学生女子

第２区
1.85㎞ 坂口　登河

（南勢陸上クラブ６年）

藤村　祥太
（南勢陸上クラブ 6年）小学生男子

第３区
3.76㎞ 内藤　響加

（宮川中２年）

山下友理香
（港中３年）中学生女子

第４区
5.65㎞ 中村　　誉

（北浜中３年）

野口　雅智
（城田中３年）中学生男子

第５区
4.60㎞ 羽根　正樹

（三重県職員）

山口　直人
（明野航空学校）40歳以上男子

第６区
6.36㎞ 中川　　瞭

（上野工業高３年）

廣　　裕介
（上野工業高３年）

監督
山本　　顕
（宇治山田商業高等学校教諭）ジュニア男子

第７区
2.89㎞ 久保倉実里

（宮川中３年）

三浦　奏子
（港中３年）

（監督のコメント）
　全区間において素晴らしい選手が揃っ
た。良い流れで後半の区間にタスキをつ
なぎ、３大会ぶりの優勝を目指したい。
伊勢市民の方々の応援をお願いします。

一般女子

第８区
3.43㎞ 尾西　美咲

（積水化学）

畑　沙也加
（㈱森伸）20歳以上女子

第９区
5.95㎞ 出口和佳奈

（伊勢高２年）

森田菜津紀
（積水化学）

コーチ
野呂　京司
（宮川中学校教諭）ジュニア女子

第10区
6.425㎞ 太田　昌希

（皇學館大学２年）

森　　　正
（宮川医療少年院指導員）

支援
コーチ

柿本　和男（南勢陸上クラブ）
伊東　絹子（南勢陸上クラブ）
奥田　幸司（南勢陸上クラブ）20歳以上男子

予算額〔平成22年度〕
110万円（実行委員会への委託料）
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国勢調査（人口と世帯）の
結果がまとまりました
情報調査室（☎㉑5507）

　

昨
年
10
月
１
日
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
で
は
、

ご
回
答
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
が
ま
と
め
た
伊
勢
市
の
人

口
・
世
帯
数
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

人
口
…
13
万
１
４
１
人

世
帯
数
…
４
万
９
３
１
５
世
帯

※
こ
の
集
計
結
果
は
、
市
が
独

自
に
ま
と
め
た
も
の
で
、後
日
、

総
務
省
統
計
局
か
ら
発
表
さ
れ

る
数
字
と
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 平成 22年国勢調査結果（市独自集計） 
 町　名  世帯数  人口  町　名  世帯数  人口  町　名  世帯数  人口  町　名  世帯数  人口 

宇 治 館 町 106 216
一
之
木

４ 丁 目 295 690
神
社
支
所
管
内

神 社 港 605 1,350
四
郷
支
所
管
内

中 村 町 500 1,330

宇治今在家町 65 168 ５ 丁 目 385 883 竹 ケ 鼻 町 356 882 楠 部 町 1,099 2,970

宇治中之切町 58 174 小 　 計 1,248 2,772 小 木 町 257 702 一 宇 田 町 75 225

宇
治
浦
田

宇治浦田町 0 0 一 志 町 83 217 馬 瀬 町 730 1,916 朝 熊 町 502 1,327

１ 丁 目 202 508 八 日 市 場 町 176 431 下 野 町 534 1,443 鹿 海 町 423 1,301

２ 丁 目 205 473

大
世
古

１ 丁 目 61 144 小 　 計 2,482 6,293 小 　 計 2,599 7,153

３ 丁 目 451 1,194 ２ 丁 目 103 227 大 湊 町 1,290 3,457
沼
木
支
所
管
内

上 野 町 391 1,250

小 　 計 858 2,175 ３ 丁 目 140 336

浜
郷
支
所
管
内

神田久志本町 563 1,211 円 座 町 170 512

桜 木 町 438 1,056 ４ 丁 目 239 577 神久１丁目 110 273 神 薗 町 38 120

中 之 町 236 579 小 　 計 543 1,284 神久２丁目 157 312 横 輪 町 34 84

中村町桜が丘 353 798
曽
祢

１ 丁 目 199 519 神久３丁目 103 298 矢 持 町 45 89

古 市 町 335 754 ２ 丁 目 221 479 神久４丁目 107 333 小 　 計 678 2,055

久 世 戸 町 71 191 小 　 計 420 998 神久５丁目 147 364

二
見
総
合
支
所
管
内

松 下 208 502

倭 町 362 789
宮
町

１ 丁 目 166 430 神久６丁目 113 254 江 165 421

尾 上 町 219 506 ２ 丁 目 104 248 黒 瀬 町 812 2,011 茶 屋 298 748

岡
本

岡 本 町 0 0 小 　 計 270 678 通 町 445 1,133 三 津 258 776

１ 丁 目 251 585

常
磐

常 磐 町 120 300 一 色 町 434 1,281 山 田 原 161 452

２ 丁 目 372 842 １ 丁 目 255 627 田 尻 町 349 894 光 の 街 294 962

３ 丁 目 286 639 ２ 丁 目 176 562 小 　 計 3,340 8,364 溝 口 312 840

小 　 計 909 2,066 ３ 丁 目 221 433

宮
本
支
所
管
内

勢 田 町 1,458 3,703 荘 450 1,330

岩
渕

岩 渕 町 7 16 小 　 計 772 1,922 藤 里 町 930 2,730 西 644 1,820

１ 丁 目 296 624

浦
口

浦 口 町 5 14 旭 町 153 402 今 一 色 407 1,264

２ 丁 目 182 352 １ 丁 目 123 306 前 山 町 198 616 小 　 計 3,197 9,115

３ 丁 目 171 348 ２ 丁 目 163 386 大 倉 町 297 822

小
俣
総
合
支
所
管
内

明 野 1,718 4,641

小 　 計 656 1,340 ３ 丁 目 181 411 佐 八 町 167 534 相 合 559 1,515

吹
上

１ 丁 目 128 297 ４ 丁 目 502 1,186 津 村 町 207 698 元 町 1,485 3,949

２ 丁 目 474 951 小 　 計 974 2,303 小 　 計 3,410 9,505 宮 前 725 2,135

小 　 計 602 1,248

二
俣

二 俣 町 60 305
豊
浜
支
所
管
内

西 豊 浜 町 738 2,354 本 町 1,525 4,065

河
崎

１ 丁 目 222 458 １ 丁 目 179 422 植 山 町 48 160 湯 田 695 2,015

２ 丁 目 311 749 ２ 丁 目 86 197 磯 町 247 733 新 村 189 606

３ 丁 目 248 624 ３ 丁 目 197 481 東 豊 浜 町 551 1,755 小 　 計 6,896 18,926

小 　 計 781 1,831 ４ 丁 目 112 233 樫 原 町 83 297
御
薗
総
合
支
所
管
内

高 向 1,441 3,542

船
江

１ 丁 目 620 1,555 小 　 計 634 1,638 小 　 計 1,667 5,299 長 屋 700 1,829

２ 丁 目 509 1,301

辻
久
留

辻 久 留 町 172 505
北
浜
支
所
管
内

有 滝 町 458 1,470 王 中 島 293 770

３ 丁 目 443 1,154 １ 丁 目 182 429 村 松 町 815 2,447 新 開 463 1,178

４ 丁 目 637 1,605 ２ 丁 目 161 429 東 大 淀 町 467 1,552 上 條 355 1,064

小 　 計 2,209 5,615 ３ 丁 目 335 971 柏 町 186 536 小 林 225 659

豊 川 町 34 92 小 　 計 850 2,334 野 村 町 60 171 小 　 計 3,477 9,042

本 町 175 399
中
島

１ 丁 目 178 437 小 　 計 1,986 6,176 総 数 49,315 130,141

宮
後

１ 丁 目 104 258 ２ 丁 目 290 734
城
田
支
所
管
内

上 地 町 1,177 3,412

２ 丁 目 479 1,056 小 　 計 468 1,171 粟 野 町 316 839 参考：平成 17 年国勢調査結果
３ 丁 目 236 567

宮
川

１ 丁 目 210 528 中 須 町 547 1,485 総 数 49,045 134,973

小 　 計 819 1,881 ２ 丁 目 141 362 川 端 町 178 504 増 減 数 +270 -4,832

一
之
木

１ 丁 目 126 295 小 　 計 351 890 小 　 計 2,218 6,240 比　 率 　（％） 100.55  96.42

２ 丁 目 126 238
本庁管内小計 16,075 38,516

３ 丁 目 316 666 予算額〔平成22年度〕　5,392万1千円（全額が国からの交付金）
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※伊勢市消防本部管内（玉城町・度会町を
含む）の救助出場件数。また、管外への救
助出場1件を含む。

平
成
22
年
の
火
災
・
救
急
概
要

   　

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
８
）

火　

災

依
然
と
し
て
多
い
「
放
火
・
放

火
の
疑
い
」
と
「
こ
ん
ろ
」

　

平
成
22
年
中
に
発
生
し
た
火

災
の
件
数
と
、
火
災
に
よ
る
人

的
被
害
・
損
害
額
は
、
次
の
と

お
り
で
し
た
。

 

・・
火
災
発
生
件
数
55
件
（
前
年

比
９
件
減
少
）

 

・・
火
災
に
よ
る
死
者
１
人
・
負

傷
者
16
人

 

・・
損
害
額
６
５
８
３
万
円
（
概

数
）

　

建
物
火
災
は
30
件
で
、
全
火

災
の
う
ち
55
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
出
火
原
因
は
、

「
放
火
の
疑
い
」「
た
き
火
」「
こ

ん
ろ
」「
電
灯
電
話
の
配
線
」

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
、
出
火
原
因
が

「
放
火
・
放
火
の
疑
い
」
と
な

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
家
の
周
り
に
段
ボ
ー
ル

や
可
燃
ご
み
を
置
か
な
い
、
物

置
や
車
庫
に
は
鍵
を
掛
け
る
な

ど
、
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
天
ぷ
ら
油
を
使
用
し

た
料
理
中
に
そ
の
場
を
離
れ
、

す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
火

災
に
な
る
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。

天
ぷ
ら
油
火
災
を

防
止
す
る
た
め
に

 

・
こ
ん
ろ
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

 

・・
過
熱
防
止
装
置
の
付
い
た
こ

ん
ろ
を
使
用
す
る

 
・・
来
客
な
ど
で
そ
の
場
を
離
れ

る
と
き
は
、
こ
ん
ろ
の
火
を
消

す住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
大
変
有
効
で
す
。

　

火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

救　

急

救
急
出
場
は
過
去
最
多
！

　

平
成
22
年
中
の
救
急
出
場
件

数
お
よ
び
搬
送
人
員
は
、
平
成

21
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
、
こ

れ
ま
で
最
多
で
あ
っ
た
平
成
18

年
（
５
９
５
５
件
・
５
７
２
９
人
）

を
上
回
る
６
０
８
６
件
・
５
８

２
３
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
搬
送
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
半
数
以
上
が
入
院
を
要
し

な
い
軽
症
者
で
し
た
。

救急車の適正な利用を
　救急車は、一刻を争う傷

病者を救うためのものです。

　軽い病気やけがなど、緊

急性のない場合は、自家用

車やタクシーをご利用いた

だくよう、ご理解とご協力

をお願いします。

救
助
出
場
は
ほ
ぼ
横
ば
い

　

救
助
出
場
件
数
を
見
る
と
、

「
交
通
救
助
」
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
近
年
は
自
動
車

の
安
全
性
が
向
上
し
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
交
通
救

助
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

代
わ
っ
て
、
硫
化
水
素
に
よ

る
事
故
（
ガ
ス
救
助
に
含
む
）

な
ど
、
従
来
は
な
か
っ
た
事
故

に
よ
る
出
場
も
見
ら
れ
、
災
害

が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火災種別件数
林野火災
3件

林野火災
3件

林野火災
3件

合計　55件合計　55件合計　55件

車両火災
7件

車両火災
7件

車両火災
7件

その他火災その他火災
15件15件

建物火災建物火災
30件30件その他火災

15件

建物火災
30件

その他
604件
その他
604件
その他
604件

火災事故
62件
火災事故
62件
火災事故
62件

自損事故
72件
自損事故
72件
自損事故
72件
交通事故
700件
交通事故
700件
交通事故
700件

合計　6,086件合計　6,086件合計　6,086件

一般負傷一般負傷
765件765件

急病急病
3,883件3,883 件一般負傷

765件

急病
3,883件

その他
7件
その他
7件
その他
7件山岳救助

1件
山岳救助
1件

山岳救助
1件ガス救助

1件
ガス救助
1件

ガス救助
1件

火災救助
1件

火災救助
1件

火災救助
1件
機械救助
2件

機械救助
2件

機械救助
2件

水難事故
4件

水難事故
4件

水難事故
4件
建物救助
5件

建物救助
5件

建物救助
5件

合計　52件合計　52件合計　52件

交通救助交通救助
31件31件
交通救助
31件

※伊勢市消防本部管内（玉城町・度会町を
含む）の火災件数。

救急種別件数

※伊勢市消防本部管内（玉城町・度会町を
含む）の救急出場件数。また、管外への救
急出場4件を含む。

救助種別件数
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監
査
委
員
が
決
定

職
員
課
（
☎
㉑
５
５
０
５
）

　

伊
勢
市
監
査
委
員
の
う
ち

「
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

監
査
委
員
」
に
、
広
耕
太
郎
さ

ん
（
上
野
町
）
が
、
12
月
市
議

会
で
選
任
同
意
さ
れ
、
12
月
７

日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
付
け
で
教
育
委
員

に
八
木
雅
文
さ
ん
（
船
江
１
丁

目
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
27
日
の
教
育
委

員
会
会
議
で
、
教
育
委
員
長
に

熊
谷
渉
さ
ん
（
旭
町
）
が
、
同
職

務
代
理
者
に
楠
田
英
子
さ
ん（
宮

後
３
丁
目
）
が
選
ば
れ
、
同
日

付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

 

教
育
委
員
会

 

委
員
が
決
定

教
育
総
務
課（
☎
㉒
７
８
７
５
）

０
年
代
の
半
ば
に
竹
田
の
青
年

団
が
合
唱
曲
と
し
て
歌
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
当
時
の
大
学

生
を
中
心
と
す
る
フ
ォ
ー
ク
・

サ
ー
ク
ル
の
間
で
広
く
歌
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、「
赤
い
鳥
」
と
い
う
フ

ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
が
デ
ビ
ュ
ー

曲
と
し
て
発
売
し
た
１
９
６
９

年
が
最
初
で
す
。

　

被
差
別
部
落
で
生
ま
れ
た
歌

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
放

送
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
が
、
名
曲
は
再
び
よ

み
が
え
り
、
多
く
の
歌
手
に
歌

い
継
が
れ
な
が
ら
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
一
度
は
放
送
さ

れ
な
く
な
り
な
が
ら
も
、
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
歌
い
継
が
れ
て

き
た
こ
の
歌
の
魅
力
を
、
藤
田

さ
ん
は
、「
厳
し
い
暮
ら
し
の

中
で
懸
命
に
生
き
て
き
た
人
た

ち
の
魂
が
、
歌
の
中
に
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

美
し
い
。」
と
語
り
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
１
９
０
０
年

生
ま
れ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
歌
っ

た
原
曲
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。旋
律
や
節
回
し
は「
赤

　

12
月
４
日
に
開
催
し
た
人
権

講
演
会
で
、
講
師
の
藤
田
さ
ん

は
、
こ
の
名
曲
の
誕
生
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
や
、

藤
田
さ
ん
自
身
が
こ
の
曲
に
出

会
い
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し

惹ひ

か
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
実

際
に
歌
を
流
し
な
が
ら
、
熱
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
竹
田
の
子
守
唄
」
は
、
被

差
別
部
落
「
竹
田
」
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
子
守
唄
で
、
１
９
６

守も

り
も
い
や
が
る

盆
か
ら
先
に
ゃ

雪
も
ち
ら
つ
く
し

子
も
泣
く
し
…

い
鳥
」
の
も
の
と
は
少
し
違
っ

て
い
て
、
も
っ
と
素
朴
で
力
強

い
響
き
が
あ
り
ま
す
。

　

「
竹
田
の
子
守
唄
」
は
、
守も

り
子
（
子
守
り
を
す
る
人
）
が

自
分
の
気
持
ち
を
歌
っ
た
「
口

説
き
歌
」で
す
。原
曲
に
は
、「
ど

う
し
た
い
こ
り
ゃ
、
き
こ
え
た

か
」
と
い
う
、
守
り
子
が
背
中

の
赤
ち
ゃ
ん
に
相
づ
ち
を
促
す

歌
詞
も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
こ
の
原
曲
に
は
特

に
心
を
打
た
れ
る
響
き
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
も

「
竹
田
」
の
女
性
の
一
人
と
し

て
、
幼
い
日
に
こ
の
歌
を
歌
っ

て
子
守
り
奉
公
を
し
て
き
た
の

で
す
。
会
場
に
響
き
渡
る
お
ば

あ
さ
ん
の
細
い
声
は
、
旋
律
の

美
し
さ
だ
け
で
な
く
、力
強
く
、

カ
ラ
ッ
と
明
る
く
、
人
間
と
し

て
の
美
し
い
生
き
ざ
ま
さ
え
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
日
本
に
も
貧
し
い
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
貧
し
い
社

会
の
中
で
、
被
差
別
部
落
の
人

に
対
す
る
差
別
は
さ
ら
に
き
つ

か
っ
た
と
、
藤
田
さ
ん
は
力
を

込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
厳
し
い
差
別
を
受
け
な
が
ら
、

「
竹
田
」
の
女
性
た
ち
が
、
一

番
熟
練
の
技
術
を
要
す
る
「
絞

り
」
の
部
分
を
受
け
持
ち
、
作

り
上
げ
た
「
絞
り
染
め
」
の
美

し
さ
は
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本

の
文
化
で
す
。
彼
女
た
ち
は
、

暗
い
現
場
で
目
を
傷
め
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ

て
絞
り
染
め
を
作
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。「
絞
り
染
め
」
も
ま

た
、「
竹
田
の
子
守
唄
」
と
同

様
、「
厳
し
い
現
実
を
懸
命
に

生
き
る
人
々
」
の
中
か
ら
生
ま

れ
て
き
た
も
の
で
す
。だ
か
ら
、

人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
美

し
さ
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

　

先
人
の
魂
が
脈
々
と
流
れ
る

日
本
の
文
化
、「
竹
田
の
子
守

唄
」。
日
本
に
生
き
る
一
人
と

し
て
、
そ
の
美
し
い
旋
律
も
、

歌
の
背
景
に
あ
る
先
人
の
生
き

ざ
ま
も
、
多
く
の
人
に
語
り
継

い
で
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
講
演
会
で
し
た
。

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

教育委員　　　 （敬称略）
役職名 氏　名
教育委員長 熊谷　　渉

教育委員長
職務代理者

楠田　英子

教育委員
中居　信明

八木　雅文

教育長 宮崎　吉博

（平成22年12月27日現在）

竹
田
の
子
守
唄

〜
名
曲
に
隠
さ
れ
た
真
実
〜

　
　
　

  

藤
田
正
さ
ん
の
講
演
よ
り
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新しい民生委員・児童委員が決まりました
　皆さんの最も身近な相談者であり支援者でもある、民生委員・児童委員と主任児童委員が、昨年の 12月１日、
全国一斉に改選されました。
　伊勢市では、285人が厚生労働大臣から委嘱され、今後３年間、民生委員・児童委員として地域住民の福祉向
上に取り組みます。家庭での生活上の問題など、気軽にご相談ください。
※担当地区は、おおむね自治会単位となりますが、詳しくは生活支援課へ問い合わせてください。

担当地区 氏名 電話番号 担当地区 氏名 電話番号 担当地区 氏名 電話番号

五十鈴地区

宇治館町 小谷　芳子 ㉕ 7415 楠部町、中村町、中之町（五十
鈴ヶ丘）

鴻原美佐子 ㉒ 2233 楠部町 泉　   典子 ㉒ 2570

宇治今在家町（高麗広） 宮嶋　　優 ㉔ 2296 中村町桜が丘 （未定）
楠部町（向陽台、松尾、
袴越、御幸道路西側）

川井　   武 ㉒ 1773

宇治中之切町、宇治今
在家町（高麗広以外）

上村　博子 ㉒ 3419 古市町、久世戸町、楠部
町の一部

山口夫由紀 ㉘ 7864 楠部町（緑が丘） 中村　茂樹 ㉕ 5068

宇治浦田 1丁目 薗田　守彦 ㉔ 4538 古市町、勢田町 上坂　康代 ㉔ 3622 一宇田町、楠部町の一部（丸二団地）松本　百合子 ㉕ 1748
宇治浦田 2丁目、中村町
の一部（修道小学校周辺）

和谷　智惠 ㉒ 1324 倭町（楠部町の一部・神
田久志本町の一部を含む）

岡村雅津子 ㉘ 6222 朝熊町 西岡　 作雄 ㉔ 7517

宇治浦田 3丁目 上田みゑ子 ㉕ 5869 倭町（勢田町の一部・楠部町
の一部・古市町の一部を含む）

長谷川安二 ㉖ 2227 朝熊町 中西　 壽子 ㉔ 6416

宇治浦田３丁目（滝倉団地） 西山　和子 ㉔ 3539 勢田町（船江山・永代山） 山本　　晃 ㉔ 2752 朝熊町 濵口　 孝子 ㉓ 0641

桜木町 福嶋　裕子 ㉔ 1307 勢田町（自由ヶ丘） （未定）
鹿海町 100～ 1310 番
地（628～ 722 除く） 上野　　尚 ㉒ 2892

桜木町 橋川　峯子 ㉕ 3811 中村町、宇治浦田 1丁
目の一部

田中さち子 ㉓ 6000 鹿海町 628～ 722、1311
～ 3400 番台、杜の宮 中井　 典代 ㉘ 0361

中之町 浦　　圭子 ㉓ 5397 中村町（月見ヶ丘） 西村　直子 ㉔ 0905
小俣地区
第一部 大西　幸子 ㉒ 0934 新出・米子 吉村　　正 ㉒ 2332 中小俣 松本　保明 ㉕ 4699
第一部 宮門　智之 ㉒ 2468 新出・米子 山中　啓市 ㉓ 4566 中小俣 奥野美智江 ㉕ 5880
栄町 大北　和子 ㉕ 7061 明野 1・２ 芥川喜久子 ㉕ 7516 大久保 竹中　直良 ㉕ 9699
共敬 中川　和雄 ㉓ 4997 明野 1・２ 鈴木　洋子 ㉒ 5768 松倉 西出　　剛 ㉕ 1914
東本町 野口　豊美 ㉒ 2857 明野 3 坂詰　弘美 37 3294 高畑 小林　孝弘 ㉔ 3047
北本町 能仁　寛明 ㉒ 4485 明野 3 青木　洋子 ㉒ 4530 掛橋 土屋　正人 ㉓ 5055
西本町・清明 楠田満喜子 ㉕ 6018 明野 3 山口　明美 37 2359 掛橋 時長　和弘 ㉕ 0063
南本町 太田　陽三 ㉓ 5395 明野 4 中村　宏子 37 0581 宮前・新川原 須田喜美子 ㉓ 2204
南本町      藤井佐太司 ㉓ 4006 明野 4 松本　武司 37 2269 宮前・新川原 倉野栄美子 ㉕ 6880
上久保 鈴木　　保 ㉔ 1464 明野 4 前村　隆二 37 3794 湯田 林　　周二 ㉕ 0589
上久保 森下　實枝 ㉒ 2485 明野 4 馬瀬　洋子 37 5309 湯田 山崎　文男 ㉒ 1408
上久保 山﨑美惠子 ㉔ 2438 明野 5・6 池田多惠子 37 0512 湯田 田中　　博 ㉕ 4414
上惣 坂村　春美 ㉔ 6656 下小俣、磯町の一部（1800番台） 辻　　裕巳 ㉕ 1899 東新村・西新村 山本　節子 ㉒ 1631
六軒屋 磯部　晃一 ㉒ 0731 下小俣、磯町の一部（1800番台） 倉野　剛一 ㉒ 0767
城田地区
上地町（上地の下） 池之山秀雄 ㉘ 8237 上地町（城田団地） 向井　福孝 ㉓ 2875 中須町（坂東 5～ 8班） 野間　敬三 ㉒ 2407
上地町（上地の上、上
地の下、中郷）

長澤　光夫 ㉓ 4722 粟野町 西井　久男 ㉓ 3288 川端町（立町、東町、北
町、南町 3～ 4組） 山下　裕美 ㉔ 1008

上地町（六軒屋、奥茂田） 野口　宗昭 ㉕ 0835 粟野町（粟野団地） （未定）
川端町（仲町、西町、南
町 1～ 2組） 下川　克美 ㉕ 4836

上地町（上地の上、中楽山） 長澤　俊子 ㉒ 3007 中須町 寺西　勝利 ㉕ 9158
上地町（湯田野、中久保、
十軒屋、さくら団地）

中西　正嗣 ㉕ 7794 中須町（坂東 1～ 4班、
９～ 14班） 中西　勝嗣 ㉕ 0624

北浜地区
有滝町（1～ 6番組） 楠　　繁喜 37 3853 村松町（９～ 12番組） 濱口　晃一 37 0297 柏町（柏団地） 向井　惠子 38 1250
有滝町（7～ 12番組） 村林二三子 37 2330 東大淀町（西組、1・2番組） 山中　典子 37 2218 柏町 澤村　孝一 37 0126
村松町（1～ 4番組） 奥野　武秋 37 2686 東大淀町（3～5番組、自衛隊） 北村　安弘 37 3754 野村町 小山まり子 ㉔ 1459
村松町（5～ 8番組） 濱口　忠昭 37 3646 三軒屋 中西　正明 37 3599
倉田山地区
尾上町 辻村　順子 ㉕ 8190 吹上 2丁目 1～ 8 浦田まり子 ㉕ 3775 船江 2丁目 20～ 33 増川加惠子 ㉔ 5178
岡本 1丁目 （未定） 吹上 2丁目９～ 13 西村さよ子 ㉘ 2863 船江 3丁目 伊坂　弘子 ㉔ 2229
岡本 2丁目 1～ 10 （未定） 河崎 1丁目 今橋　幸子 ㉘ 6349 船江 4丁目 1～ 9 山﨑　順子 ㉔ 3256
岡本２丁目 11～ （未定） 河崎 2丁目 1～ 17 中村　初美 ㉘ 5379 船江 4丁目 10～ 18 楠川　智美 ㉘ 1056

岡本 3丁目 鈴木　和子 ㉘ 0666 河崎 2丁目 18～ 27 濱口　成子 ㉘ 3338 船江４丁目 19～ 23（桧
園）、24～ 29（さつき園） 大山　和宏 ㉕ 5210

岩渕 1丁目 竹田　昌子 ㉘ 4785 河崎 3丁目 下倉　和子 ㉘ 8622 岡本扱いの勢田町500～ 699 （未定）

岩渕 2丁目 晝川　楠茂 ㉘ 0953 船江 1丁目 1～ 7 橋本　政通 ㉘ 1639 豊川町、藤里町の一部（藤里
町650番台～721番あたり） 林　眞知子 ㉕ 4495

岩渕 3丁目 御堂美知子 ㉘ 4540 船江１丁目 8～ 20 山林　正幸 ㉒ 4986
吹上 1丁目 青木　昭一 ㉘ 0725 船江 2丁目 1～ 19 坂田　　守 ㉔ 1604

生活支援課（☎㉑5557）

（敬称略）
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担当地区 氏名 電話番号 担当地区 氏名 電話番号 担当地区 氏名 電話番号

厚生地区
本町 辻村　彰夫 ㉕ 2971 一之木3丁目1～4、6～10、13～18 辻　紀美子 ㉘ 7620 大世古１丁目 泰道　淳介 ㉒ 1895
宮後１丁目 西田　朝美 ㉘ 2873 一之木 3丁目5、11、12、19、20 中川　きよ ㉘ 3830 大世古２丁目 西　榮二郎 ㉒ 6137
宮後２丁目１～９ 水谷　幸子 ㉘ 2485 一之木４丁目 都倉　　満 ㉒ 7626 大世古３丁目 北村日出子 ㉘ 2429
宮後２丁目１０～１６ 中川　　肇 ㉘ 4324 一之木５丁目１～６ 大西　保正 ㉘ 1836 大世古４丁目 大西　芳子 ㉒ 3982
宮後２丁目１７～２６ 横山　敏一 ㉘ 1635 一之木５丁目７～１８ 竹屋　早苗 ㉕ 3702 曽祢１丁目 橘　美枝子 ㉘ 6751
宮後３丁目 古﨑　昌保 ㉔ 0355 一志町 宇野志津子 ㉕ 7626 曽祢２丁目 中西　末子 ㉘ 2837
一之木１丁目、２丁目 大橋まゆみ ㉕ 2520 八日市場町 藤原　早子 ㉕ 5161
豊浜地区
西豊浜町（小川区） 世木　弘子 37 3302 植山町 秋本　　茂 37 1727 東豊浜町（西条1～4、11、12、14組） 中村　文英 37 2370
西豊浜町（上区１～６班） 日置　辻男 37 2338 磯町（1800 番台を除く） 楠　　正治 37 3552 東豊浜町（西条 5～ 10、13組） 古野　光春 37 2154
西豊浜町（上区7～14班） 奥野とも子 37 2867 西豊浜町市営住宅 上野富美代 37 1896 東豊浜町（土路） 山中　俊雄 37 2375
西豊浜町（森区・茶の山） 森田　英二 37 3307 西豊浜町市営住宅 結城　隆年 37 4718 樫原町 荒木田修治 37 2579
南部地区

勢田町（千寿台） 前田　道子 ㉕ 6408 藤里町（槍原、高土手、
フォーラム藤里）

野島みさと ㉒ 1879 上野町（昭和苑、サンパ
ークタウン）

松野　吉子 39 1174

勢田町（1、2、23～28、31組） 市原美代子 ㉖ 3112 旭町 髙木　孝雄 ㉔ 8406 上野町（いせ上野台） 濵口　和久 39 0104
勢田町（3～10、21、22、29、30 組） 岩瀬直二三 ㉘ 1624 前山町 荒木　里美 ㉕ 3486 上野町 岡　　泰代 39 1273
勢田町（11～ 20組） 山本　　学 ㉒ 6981 大倉町 坂　日出代 ㉔ 4196 円座町 小林　初美 39 0603
藤里町（ふじが丘） 中村　久司 ㉔ 4499 大倉町（大倉うぐいす台） 島田　節子 ㉕ 2622 神薗町 中北　金市 39 1358
藤里町（氏神、五斗代、藤ヒルズ） 原　みゆき ㉓ 5356 佐八町 山本　榮子 39 0653 横輪町 中西　梅子 39 0784
藤里町（藤里団地） 野﨑美代子 ㉓ 4788 津村町 樋口加代子 39 0703 矢持町 向井　俊廣 39 0834
二見地区
松下 池村　　功 43 4413 三津 姫子松義春 43 2826 西        木村　鐵夫 43 4164
松下 畑中　京子 43 3343 山田原 中井　房惠 43 3532 西 藪木美佐子 43 3134
江 松本　　誠 43 2921 山田原 北村　峯記 43 4254 今一色 西川紀代子 43 3008
江 橋本美知代 43 3243 溝口 鈴木　直子 43 2936 今一色 中村　興理 43 2268
茶屋 黒田　晴久 43 4730 溝口 西川　辰也 42 1831 光の街 濱條　幸子 43 5311
茶屋 阿竹伊久子 43 2125 荘 大西　三惠 43 2202 光の街 石黒久美子 42 0100
三津 立花　市子 42 1579 荘 加藤　正彦 43 4490
御薗地区
高向 1南 大西美惠子 ㉕ 5910 高向西 大西　一司 ㉘ 3733 王中島（北） （未定）

高向 1北（東） （未定） 高向南 山口　幸洋 ㉕ 3321 新開南 （未定）

高向 1北（西） 伊藤　幸治 ㉕ 8276 高向北 森　　美江 ㉘ 7056 新開北（東） 田村　興亜 36 4605
高向第 2 猪嶋　秀雄 ㉕ 7125 上長屋 倉世古淳子 ㉒ 1752 新開北（西） 中西　武男 36 0638
高向第 3 川端　千代 ㉔ 1184 上長屋・中長屋 古川　勝久 ㉔ 3259 上條（前） 奥田　　孝 36 2360
高向第 4 （未定） 下長屋 1 （未定） 上條（裏） 奥田賀代子 36 3623
高向第 5 出馬　信生 ㉕ 5073 下長屋 2 嶋垣　伸一 ㉓ 9865 小林 山澤　義貴 36 0687
高向東 村田美恵子 ㉘ 6899 王中島（南） 中澤　弘武 ㉔ 2366
港地区
神社港 村上　純孝 36 3772 大湊町（港１部、２部） 山下　昌子 36 0761 神久５、６丁目 奥山　朋子 ㉘ 1465
神社港 中井美惠子 36 3304 大湊町（港３部） 久住　久代 36 4062 黒瀬町 森口佳津美 ㉔ 2392
竹ヶ鼻町 （未定） 大湊町（港４部） 白木　清美 36 0427 黒瀬町 淺野　利子 ㉕ 9110
竹ヶ鼻町 井村　　勤 36 2032 大湊町（港５部 ひのき苑、さつき苑） 福井千鶴子 36 4141 黒瀬町 安達　義和 ㉔ 3123
小木町 中川　直人 36 0784 大湊町（港５部 ひのき苑、さつき苑以外） 山本　眞生 36 0775 通町 堀　　浩子 ㉒ 9620
小木町 道端　長七 36 1652 大湊町（港６部） 藤田　清子 36 1744 通町 出口　昌子 ㉒ 3736
馬瀬町（馬瀬川より大湊町寄り） 平賀　竹子 36 3430 神田久志本町、ブンキョウ、池原 前田　弘子 ㉒ 3717 一色町 南（1～ 12・24番組） 河北つね子 ㉒ 0914
馬瀬町（馬瀬川より市街地寄り） 中北　　透 36 3924 神田久志本町（倉田山） 古谷　碩冶 ㉔ 1860 一色町 北（13～23・25・26 番組） 石原　林重 ㉒ 4585
下野町 古川香春子 36 0737 神久１、２丁目 藤倉　陸子 ㉕ 9726 田尻町 宮間　忠夫 36 0005
下野町 杉山　　滋 36 1618 神久３、４丁目 関　　一惠 ㉔ 0143 田尻町 鈴木　信男 36 2630
宮川地区
宮町１丁目 下村　光三 ㉒ 4416 二俣１丁目 古尾　昭幸 ㉔ 3513 京町 杉山　謙三 ㉗ 0680
宮町２丁目 玉村　裕子 ㉘ 6235 二俣２丁目、浦口４丁目、常磐町の一部 山下　正乃 ㉔ 3593 出雲町 中村　榮子 ㉔ 4671
宮町１丁目、常磐 2丁目、浦口2
丁目の一部（常磐清井町・東町・西町）

中村　幸代 ㉘ 0055 二俣２丁目、浦口４丁目、
常磐町の一部

杉谷　　誠 ㉘ 3570 中島町、旭町 中村由紀子 ㉘ 7003

清盛町・上町 谷口　正雄 ㉘ 5656 二俣３丁目、二俣４丁目、浦口4丁目
13番、浦口4丁目28番以降（徳川山） 奥山　利夫 ㉔ 5120 小川町 長谷川　勇 ㉕ 9355

仲町・表町 玉村　鈴代 ㉘ 1874 辻久留町（辻久留台） 森　和香子 ㉘ 2465 宮川１丁目１～８ 伊藤　　孝 ㉕ 7224
常磐町・西世古 中東　久江 ㉕ 8662 辻久留１丁目 中西　照子 ㉘ 2355 宮川１丁目９～１３ 西山　　清 ㉘ 1959
浦口１丁目 鈴木由紀子 ㉘ 0483 辻久留２丁目 西山　元康 ㉘ 0321 宮川２丁目 荒木いづ子 ㉕ 7979
浦口２丁目 堀口いずみ ㉕ 1936 辻久留３丁目　　　　 中村　和子 ㉘ 4679
浦口３丁目 増田　良夫 ㉕ 9419 辻久留３丁目の一部、二俣町（宮川郷） 奥村千嘉子 ㉔ 1061

主任児童委員
五十鈴地区 片谷　秀夫 ㉒ 2269 倉田山地区 水谷　典子 36 1295 二見地区 北井くみ子 43 4678
五十鈴地区 野村千賀子 ㉘ 4961 倉田山地区 久留　　満 ㉗ 3174 御薗地区 林　　壽子 36 0321
五十鈴地区 前田世利子 ㉔ 9370 厚生地区 橋本さち子 ㉘ 8383 御薗地区 中西　明美 ㉕ 3990
小俣地区（小俣小） 中西英美代 ㉒ 2517 厚生地区 荻田美知子 ㉔ 6584 港地区 宅間　享子 36 1599
小俣地区（明野小） 古野　和子 37 2001 豊浜地区 右京奈美子 37 1663 港地区 湯田由佳里 36 3352
小俣地区（小俣中） 東山　典子 ㉔ 7955 豊浜地区 大西恵美子 37 3615 港地区 濱口美惠子 ㉔ 6208
城田地区 内田　賢樹 ㉖ 3767 南部地区 山本　典生 39 0849 宮川地区 森　　展子 ㉒ 3812
北浜地区 河村　礼子 37 4837 南部地区 小林えり子 ㉒ 2027 宮川地区 横橋美保志 ㉓ 7684
北浜地区 村林　眞子 37 2611 南部地区 加藤　幹子 39 1023
倉田山地区 奥田　敍子 ㉘ 2678 二見地区 橋本　清美 43 2759
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シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
⑳

　

徳と
っ
く
り利

と
は
、
主
に
陶
製
で
、

首
部
が
細
く
胴
部
が
ふ
く
ら
ん

だ
容
器
の
こ
と
で
す
。
ガ
ラ
ス

製
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器

が
一
般
化
す
る
前
は
、
お
酒
や

し
ょ
う
ゆ
、
油
な
ど
を
貯
蔵
す

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

同
館
に
は
、
先
代
の
館
長
が

数
十
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た

徳
利
約
６
０
０
０
本
が
展
示
さ

れ
、
見
る
人
を
圧
倒
し
ま
す
。

　

そ
の
多
く
は
、
酒
屋
な
ど
が

　

力
也
・
伊
勢
と
っ
く
り
倉

客
に
量
り
売
り
を
す
る
た
め
に

用
意
し
た
「
貧
乏
徳
利
」
と
も

呼
ば
れ
る
通

か
よ
い

徳と
っ
く
り利

（
客
が
空
に

な
っ
た
徳
利
を
持
っ
て
店
へ
通

い
、
代
金
と
引
き
換
え
に
中
身

を
注
い
で
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら

通
徳
利
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
）
で
、
同
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
も
の
は
市
内
・
県
内
の

も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
徳
利
の
最
も
大
き
な
特
徴

は
、
紛
失
を
防
ぐ
た
め
に
店
名

や
屋
号
、
住
所
な
ど
が
書
か
れ

て
い
る
点
で
、
そ
の
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
姿
や
微
妙
に
異
な
る
口
部

が
そ
の
魅
力
を
深
め
て
い
ま
す
。

伊
勢
ま
ち
か
ど
博
物
館
⑦

　

ま
た
、
全
国
の
有
名
窯

で
作
ら
れ
た
一
合
徳
利
や
、

板
に
描
か
れ
た
大
々
神
楽

図
や
絵
馬
、
江
戸
時
代
の

銭ぜ
に

函ば
こ

な
ど
も
展
示
さ
れ
、

訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

所 在 地　黒瀬町869-2
電話番号　㉕9880
開館時間　12:00 ～ 20:00
休 館 日　水曜日
入 館 料 　無料

力也・伊勢とっくり倉

　

新
年
を
迎
え
て
１
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。
首
相
の
神
宮
参
拝
、

消
防
出
初
め
式
、
新
成
人
の
つ

ど
い
と
、
年
始
は
行
事
が
め
じ

ろ
押
し
で
し
た
。
２
月
４
日
㈮

か
ら
３
月
６
日
㈰
ま
で
、
二
見

町
で
「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in

二
見
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
約

６
０
０
０
体
も
の
ひ
な
人
形
が

町
を
に
ぎ
わ
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
国
勢
調
査
、
電
話
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
あ
ら
た
め
て
ご
報
告
し
ま
す

が
、
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

お
け
る
暮
ら
し
の
満
足
度
で
は
、

70
％
以
上
の
人
が
満
足
を
し
て

い
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
市
役
所
へ
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
健
康
・
福
祉
に

つ
い
て
は
40
％
、
観
光
や
農
林

水
産
業
な
ど
産
業
政
策
に
つ
い

て
は
20
％
近
く
の
要
望
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
来
年
度
の
税
金
の
使

い
方
を
決
め
る
予
算
編
成
が
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
反
映

し
、
健
康
・
福
祉
、
産
業
政
策

に
つ
い
て
も
さ
ら
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
国
の
事
業
仕

分
け
に
よ
り
廃
止
と
さ
れ
た
地

域
再
生
基
盤
強
化
交
付
金
（
下

水
道
・
合
併
浄
化
槽
整
備
、
５

年
間
で
約
60
億
円
の
事
業
費
規

模
）
が
、
再
度
復
活
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
国
政
の
動
向
に
よ
り

地
方
が
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
こ
の
地

域
が
自
立
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
行
財

政
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

広
報
紙
で
も
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
が
、
市
立
伊
勢
総
合

病
院
の
医
師
・
看
護
師
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
を
迎
え
る
こ
の
地
域

の
た
め
に
も
、
お
心
当
た
り
が

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
情
報
提
供
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
た
め
、
火
事
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆

からからからからから

市長と語る懇談会（2月）
小学校区 とき ところ

北浜 2月  3 日㈭ 北浜地区コミュニティ
センター

明倫 2月  9 日㈬ 市役所東庁舎・4 階
4-3研修室

早修 2月 14日㈪ 早修小学校・1階ラン
チルーム

※いずれも時間は、午後 7時～（1時間程度）です。
そのほかの小学校区については、「広報いせ」
で順次お知らせしていきます。
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シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

　

防
災
行
政
無
線
は
、
公
共
施

設
や
避
難
場
所
な
ど
に
設
置
し

た
屋
外
拡か

く

声せ

い

子こ

局
き
ょ
く

を
通
じ
て
、

市
役
所
か
ら
一
斉
に
防
災
情
報

な
ど
を
サ
イ
レ
ン
や
音
声
放
送

で
伝
え
る
た
め
の
情
報
手
段
の

一
つ
で
す
。

　

こ
の
屋
外
拡
声
子
局
は
、
市

内
１
８
５
カ
所
に
設
置
し
て
お

り
、
人
命
に
関
わ
る
重
大
な
情

報
を
伝
え
る
と
き
な
ど
に
放
送

を
行
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
屋
内
に

い
た
り
、風
向
き
に
よ
っ
て
は
、

聞
こ
え
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

防
災
行
政
無
線
が

聞
こ
え
て
い
ま
す
か
？

■
緊
急
情
報

（
サ
イ
レ
ン
と
音
声
放
送
）

 
・・
市
内
に
震
度
４
以
上
の
地
震

が
発
生
し
た
と
き

 

・・
津
波
注
意
報
や
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
と
き

 

・・
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ

る
場
合　

な
ど

※
緊
急
放
送
は
、
一
般
放
送
よ

り
も
大
き
な
音
量
で
放
送
し
ま

す
。
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
次
の
よ
う

な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

・・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最

新
の
情
報
を
入
手
し
、
慌
て
ず

に
行
動
す
る

 

・・
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
迷

わ
ず
に
近
く
の
避
難
場
所
へ
避

難
す
る

■
一
般
放
送（
音
声
放
送
の
み
）

 

・・
大
規
模
な
停
電
が
起
こ
っ
た

と
き

 

・・
行
方
不
明
者
の
情
報
提
供
を

防
災
行
政
無
線

お
願
い
し
た
い
と
き

 

・・
そ
の
ほ
か
、
市
の
行
政
に
関

す
る
重
要
な
も
の
（
選
挙
の
案

内
な
ど
）
　

な
ど

　

伊
勢
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な

と
き
で
も
緊
急
時
の
防
災
情
報

を
放
送
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

カ
ー
を
含
む
無
線
機
器
の
点
検
・

確
認
の
た
め
に
、午
後
５
時（
御

薗
地
区
は
午
後
５
時
15
分
）
に

音
楽
（
地
区
に
よ
っ
て
は
チ
ャ

イ
ム
）
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
音

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
」「
雑

音
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な

ど
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
危
機
管
理
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

屋
外
拡
声
子
局
の
整
備
工
事

　

整
備
工
事
が
１
月
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
工
事
に
関
し
て

詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」
１

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
の
内
陸
部
に
発
展
し
た
国

鉄
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）
に
対
し
、

伊
勢
湾
沿
岸
部
の
鉄
道
敷
設
を

目
指
し
た
伊
勢
電
気
鉄
道
（
伊

勢
電
）
は
、
昭
和
５
年
に
伊
勢
へ

の
乗
り
入
れ
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
わ
ず
か
５
日

前
に
参
宮
急
行
電
鉄
（
現
在
の

近
畿
日
本
鉄
道
）
が
大
阪
か
ら

伊
勢
に
乗
り
入
れ
を
し
た
こ
と

も
あ
り
、
昭
和
11
年
に
は
伊
勢

電
の
経
営
は
困
難
に
な
り
、
参

宮
急
行
電
鉄
に
合
併
さ
れ
ま
し

た
。

　

江
戸
橋
駅
以
北
は
、
そ
の
ま

ま
近
鉄
名
古
屋
線
に
継
承
さ
れ

ま
し
た
が
、
以
南
は
そ
の
後
、

廃
線
し
て
多
く
は
道
路
に
変
わ

り
、
今
も
「
近
鉄
道
路
」
の
名

が
残
り
ま
す
。

伊
勢
電
山
田
西
口
駅
記
念
室

　

伊
勢
電
は
、櫛
田
川
以
東
は
、

現
在
の
県
道
37
号
（
県
道
鳥
羽

松
阪
線
）
が
あ
る
所
を
お
お
む

ね
通
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

尾
崎
咢
堂
記
念
館
の
１
０
０
ｍ

ほ
ど
南
に
あ
っ
た
鉄
橋
を
渡
り
、

秋
葉
山
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
外

宮
付
近
の
大
神
宮
前
駅
へ
と
至

り
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
山
田
西
口
駅
が
あ

っ
た
辺
り
に
位
置
し
、
入
口
の

駅
名
標
は
、
当
時
電
車
が
通
っ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
館
内
に
は
、
貴
重
な
写
真

や
、
伊
勢
電
の
鳥

ち
ょ
う

瞰か

ん

図
（
上
空

か
ら
見
下
ろ
し
た
よ
う
に
描
い

た
図
）、
当
時
の
時
刻
表
や
関

連
書
籍
が
展
示
さ
れ
、
各
地
か

ら
鉄
道
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

所 在 地　二俣2丁目5-43
電話番号　㉘4538
開館時間　8:00 ～ 16:00
休 館 日　無休
入 館 料 　無料

伊勢電山田西口駅記念室

お願い
　伊勢まちかど博物館は、各館
の館長の善意により、住宅や仕
事場を公開しているものです。
見学前に予約をしてください。
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市民交流課（☎㉑5513）

めざそや！共同参画

　今回は、京都で行われた「日本女性会議」での滝村雅晴さんのお話と京
都市長に対する感想、石阪督規さん（三重大学人文学部准教授、伊勢市男女
共同参画審議会会長）による「自治会の活性化」について紹介します。

　

猛
烈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た

滝
村
雅
晴
さ
ん
は
、
昨
年
、
周

囲
の
反
対
を
よ
そ
に
パ
パ
料
理

研
究
家
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　

夫
婦
だ
け
の
時
は
外
食
が
中

心
で
し
た
が
、
長
女
の
誕
生
を

き
っ
か
け
に
、
週
末
だ
け
の
パ

パ
料
理
を
始
め
、
家
族
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
パ
パ

料
理
を
作
り
、
家
族
が
喜
ぶ
こ

と
」
が
自
分
の
幸
せ
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
、
お
父
さ
ん
た
ち

み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　

滝
村
さ
ん
に
よ
る
と
、
自
分

の
食
べ
た
い
物
を
趣
味
で
作
る

の
が
男
の
料
理
で
、
パ
パ
料
理

は
、
自
分
は
お
な
か
が
す
い
て

い
な
く
て
も
家
族
の
た
め
に
作

る
料
理
の
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、

お
母
さ
ん
の
作
る
料
理
と
同
じ

で
す
。

　

パ
パ
料
理
は
、
①
時
間
を
か

け
過
ぎ
な
い
、
②
道
具
に
お
金

を
掛
け
過
ぎ
な
い
、
③
食
材
に

お
金
を
掛
け
過
ぎ
な
い
、
④
後

片
付
け
が
き
ち
ん
と
で
き
る
、

⑤
料
理
が
お
い
し
い
こ
と
が
原

則
で
す
。

Ａ.　
現
在
の
自
治
会

は
、
主
に
行
政
の
末

端
と
し
て
の
働
き
を

し
て
い
ま
す
が
、
本

来
の
役
割
は
、
自
分

た
ち
の
意
見
を
行
政

に
通
す
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
低
成

長
時
代
を
乗
り
切
る

に
は
、
地
域
で
も
老

若
男
女
を
問
わ
ず
、

総
力
戦
し
か
あ
り
ま

　

自
治
会
を
活
性

化
す
る
に
は
？

せ
ん
。

　

世
帯
加
入
か
ら
個
人
加
入
へ

の
移
行
を
し
た
り
、
自
治
会
役

員
に
若
者
や
女
性
を
登
用
し
た

り
す
る
な
ど
、
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
の
手
段
も
必
要
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　

自
治
体
は
、
積
極
的
に
こ
の

仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
や
、
や
る
気
の
あ
る
自
治
会

に
対
す
る
手
厚
い
支
援
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

石ちゃんに聞きた～い！
　

日
本
女
性
会
議
で
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
中
に
京
都
市
長
の
名
前

を
見
つ
け
、
肩
書
き
で
の
出
席

か
と
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
長
は
元
祖
育
メ

ン
だ
と
知
り
、納
得
し
ま
し
た
。

当
時
、
子
ど
も
の
手
を
引
い
て

保
育
所
に
通
う
姿
を
物
珍
し
そ

う
に
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
市
長
が
職
員
だ
っ
た

こ
ろ
、
初
め
て
の
女
性
校
長
誕

生
に
つ
い
て
地
域
の
人
か
ら
苦

情
が
あ
っ
た
と
き
、上
司
が「
学

校
経
営
の
文
句
は
聞
き
ま
す

が
、
女
性
だ
か
ら
駄
目
と
い
う

こ
と
は
聞
け
ま
せ
ん
」
と
言
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞

き
、な
る
ほ
ど
と
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
１
７
５
校
に
親お
や

父じ

の
会
を
つ
く
り
、
地
域
の
親
父

と
し
て
つ
な
が
り
、
若
者
を
見

守
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
市
長
も
、
育

メ
ン
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

育
児
の
経
験
を
市
政
に
生
か
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

Ｑ.

育
メ
ン
市
長

④

日
本
初
の
パ
パ
料
理
研
究
家

男
の
料
理
と
パ
パ
料
理

　

滝
村
さ
ん
は
「
料
理
だ
け
で

な
く
、
生
活
の
中
で
気
が
付
い

た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
し
ま
し
ょ

う
。『
手
伝
お
う
か
？
』
と
い

う
の
は
、
一
見
理
解
が
あ
る
か

の
よ
う
で
す
が
、
家
事
を
自
分

の
仕
事
と
思
っ
て
い
な
い
よ
う

で
、妻
は
腹
が
立
つ
よ
う
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

仕
事
だ
け
を
し
て
い
る
と
、

気
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
も
の

で
す
。
家
庭
や
地
域
で
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

視
野
が
広
が
り
、
相
手
を
思
い

や
る
気
遣
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

思
い
や
り
が
一
番

パ
パ
料
理
で
、

　
　
　

み
ん
な
幸
せ

平成23年2月号 14



　

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
、

集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
た
く
さ

ん
の
手
間
と
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
か
け
て
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ご
み
の
量
が
減
る
と
、
環
境

へ
の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
る
と
と

も
に
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
経

費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
出
さ
れ
て
い
る

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
資
源 環

境
課
（
☎
㉑
５
５
４
０
）

ご
み
処
理
量
を
減
ら
す
た
め
の

３
つ
の
Ｒ

①
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
…
ご
み
を
出

さ
な
い（
必
要
な
分
だ
け
買
う
、

過
剰
包
装
を
断
る
、
使
用
期

限
・
消
費
期
限
の
近
い
も
の
を

買
う
、
故
障
し
た
ら
修
理
す
る

な
ど
）

②
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
…
そ
の
ま
ま
の

形
で
再
び
使
用
す
る
（
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
へ
売
る
な
ど
）

③
Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
…
資
源
化

し
て
再
び
利
用
す
る
（
資
源
物

の
分
別
を
徹
底
す
る
、
再
生
利

用
品
を
買
う
、
生
ご
み
を
堆
肥

化
す
る
な
ど
）

　

こ
の
〝
３
つ
の
Ｒ
〞
は
、
実

践
す
べ
き
順
番
に
並
ん
で
い
ま

す
。
つ
ま
り
、「
ま
ず
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
」「
発

生
し
た
ご
み
は
、
ほ
か
に
使
用

で
き
な
い
か
考
え
る
」「
使
用

で
き
な
い
ご
み
は
、
資
源
化
さ

れ
る
よ
う
排
出
方
法
に
注
意
す

る
」
と
い
う
順
番
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
常
生
活
の
中

で
〝
３
つ
の
Ｒ
〞
を
実
践
し
、

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

環境標語優秀作品

温暖化　みんなでふせぐ　エコバック
ポイ捨てで　汚れる町と　あなたの心
未来に残せ　きれいな地球　その一歩は分別から
ちょっとまて！捨てる前に再利用
さわやかな　周りの環境　自分から

羽田彩香さん
尾髙美佐代さん
橘忠利さん
羽田幸生さん
有馬隆浩さん

市長賞
久田萌夏さん
（修道小５年）

市長賞
新川晃子さん
（厚生中2年）

議長賞
川上奈津さん
（小俣小4年）

教育委員会賞
笠井康佑さん
（明倫小1年）

議長賞
中山莉奈さん
（倉田山中1年）

教育委員会賞
浅井雛子さん
（厚生中3年）

ごみゼロポスター上位３賞

ご
み
減
量
化
・
資
源
化
に

ご
協
力
を
!!　
　
　
　
　

物
が
約
29
％
混
ざ
っ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
が
必
要

で
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1日1人平均のごみ排出量
年度 ごみ排出量

平成19年度 1,147.4g
平成20年度 1,133.1g
平成21年度 1,115.8g
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介
護
保
険　

シ
リ
ー
ズ

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
０
）

 

教えて!!

⑨

　

今
回
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
費
の
自
己
負
担
の
軽
減
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ.

　
　

毎
月
多
く
の
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
自
己
負
担
は
、
掛

か
っ
た
費
用
の
１
割
で
す
。

　

自
己
負
担
額
の
１
カ
月
の
合

計
が
高
額
に
な
り
、
自
己
負
担

上
限
額
（
表
①
参
照
）
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
金
額
が
「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て

後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

 　

介
護
サ
ー
ビ
ス
Ｑ
＆
Ａ

  　
（
負
担
軽
減
編
）

Ｑ.

　
　

夫
婦
と
も
に
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
病
院
を
受

診
し
て
い
る
た
め
、
二
人
の
介

護
保
険
と
医
療
保
険
の
自
己
負

担
額
を
合
わ
せ
る
と
高
額
に
な

り
ま
す
。
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

１
年
間
に
支
払
っ
た
介
護
保

険
と
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額

の
合
計
額
が
、
一
定
の
額
を
超

え
た
場
合
、超
え
た
金
額
が「
高

額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」

と
し
て
後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。

　

支
給
額
の
計
算
は
、
医
療
保

険
の
世
帯
ご
と
に
行
い
ま
す
。

住
民
登
録
上
は
同
じ
世
帯
で
あ

っ
て
も
、
加
入
す
る
医
療
保
険

が
異
な
る
場
合
（
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な

ど
）
は
、
別
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
「
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
や
医
療
保

険
の
「
高
額
療
養
費
」
の
支
給

対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

そ
れ
ら
の
額
を
除
い
て
計
算
し

ま
す
。

　
　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
介
護

保
険
施
設
を
利
用
し
た
い
け
れ

ど
も
、
費
用
が
負
担
で
き
る
か

ど
う
か
心
配
で
す
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

が
、「
負
担
限
度
額
認
定
」
を

受
け
る
と
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
す
る
と
き
や
、
介
護
保

険
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
）
へ
入
所

す
る
と
き
に
、
食
費
や
居
住
費

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
限
度
額
認
定
を
受
け
た

利
用
者
は
、
所
得
な
ど
に
応
じ

て
決
め
ら
れ
た
食
費
・
居
住
費

の
負
担
限
度
額
（
表
②
参
照
）

を
自
己
負
担
し
ま
す
。
残
り
の

費
用
は
、
介
護
保
険
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
直
接
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
税
課
税
世
帯
の

人
で
、
収
入
な
ど
の
要
件
を
満

た
す
人
に
は
、
負
担
限
度
額
の

特
例
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ.

　
　

ほ
か
に
利
用
者
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
収

入
や
預
貯
金
額
な
ど
の
要
件
を

満
た
す
人
に
は
、「
社
会
福
祉

法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る

事
業
所
を
利
用
し
た
と
き
に
、

自
己
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
今
回
紹
介
し
た
制
度
を
利
用

す
る
に
は
、
す
べ
て
申
請
が
必

要
で
す
。

Ｑ.表①　高額介護サービス費の自己負担上限額（1カ月当たり）
区分 世帯の上限額 個人の上限額

市民税課税世帯 37,200 円 37,200 円

市民
税非
課税
世帯

前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が
80万円を超える人

24,600 円 24,600 円

前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が
80万円以下の人 24,600 円 15,000 円

老齢福祉年金受給者

生活保護受給者 15,000 円 15,000 円

表②　負担限度額

利用者負担段階
居住費

食費ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型
個室 多床室

第 3段階 市民税非課税世帯で、前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が 80万円を超える人 1,640 円 1,310 円 1,310 円

(820 円 ) 320 円 650 円

第 2段階 市民税非課税世帯で、前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計が 80万円以下の人 820円 490 円 490 円

(420 円 ) 320 円 390 円

第 1段階
生活保護受給者

820円 490 円 490 円
(320 円 ) 0 円 300 円

老齢福祉年金受給者

基準費用額（平均的な居住費・食費） 1,970 円 1,640 円 1,640 円
(1,150 円 ) 320 円 1,380 円

※特別養護老人ホームへの入所やショートステイの場合、従来型個室の負担限度額はかっこ内の金額になります。
※基準費用額と負担限度額の差額が、介護保険から事業所へ支払われます。

 

介
護
保
険
事
業
予
算
額
〔
平
成
22

 

年
度
〕
　

98
億
９
４
３
７
万
７
千
円

 

（
う
ち
国
・
県
・
保
険
料
な
ど
か
ら

 

82
億
３
６
７
５
万
１
千
円
）
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番組制作・放送予算額〔平成22年度〕　2,336万6千円

伊勢市行政チャンネル アナログ10ch
デジタル123ch

広報広聴課（☎㉑5515）

 伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間　午前６時・９時・正午・午後３時・６時・９時～

※詳しくは、アイティービーのチャンネル
ガイド・ホームページ・電子番組表 (EPG)
をご覧ください。ケーブルテレビ番組案内

■特集　消防
■お知らせ　1/31～ 2/6　おひなさまめぐり in 二見、
税の申告、健康の日啓発事業　2/7 ～ 13　税の申告　
2/14～ 20　税の申告、介護予防啓発「口腔訓練教室」　
2/21 ～ 27　資源拠点ステーションの開設、介護予防啓
発「介護予防講演会」、税の申告、おひなさまめぐり in 二
見　2/28～ 3/6　税の申告、健康の日啓発事業、介護予
防啓発、おひなさまめぐり in二見

■特別番組「ひよこくらぶスペシャル～一年生にな
　ったら～」（2月7日㈪～）
・・午前9時30分・午後1時30分・5時30分・9時30分に 1
　日4回放送（60分番組）
■企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
2/5～ 11　年寄万歳～百歳になったら～、トップに聞く、
フォトスケッチ、8ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂　
2/12～ 18　どうやって作ってるの？、放課後クラブ、プレ
ゼントください！、やすらぎのマイホーム、美し国の食卓、
日本の暮らしのぞき箱　2/19～ 25　散歩、わがまち運動自
慢、このまちのあしあと、くつろぎの時間、レディースアン
グラー　2/26～ 3/4　ぐるぐるグルメ、探歩々隊、美し国
の食卓、ニュース特集、歴史街道、おかげ横丁だより

アイティービーコミュニティチャンネル
㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）

放送時間　午前６時～翌日午前２時

■アイティービーニュース  
・・月曜日～金曜日の午後7時に更新し、午後7時・8時・9時・
　10時・11時に放送

（　 　　　） （　 　　　）アナログ8ch
デジタル121ch

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

後
を
絶
た
な
い
振
り
込
め
詐
欺
　

被
害
に
遭あ

わ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
お
か
し
い
な
」
と

思
っ
た
ら
、
警
察
署
・
交
番
・

駐
在
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

・・
家
族
な
ど
に
相
談
し
、
す
ぐ

に
振
り
込
ま
な
い

 

・・「
携
帯
電
話
の
番
号
を
変
え

た
」
は
要
注
意
！
（
必
ず
、
本

人
や
家
族
な
ど
に
事
実
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
）

 

・・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無

視
す
る

　

昨
年
一
年
間
で
、市
内
で
は
、

９
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
、
９
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
７
人
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路

を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
を

よ
く
確
認
し
、
車
の
通
行
に
十

交
通
死
亡
事
故
が
多
発

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
夜
光
反
射

材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
速

度
は
控
え
め
に
し
て
安
全
確
認

を
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

伊勢警察署管内の交通事故発生状況（平成22年概数）
区分 平成22年 平成 21年 増減 増減率

総件数 5,380 件 5,270 件 ＋ 110 件 ＋ 2.1％

人身事故 962件 944 件 ＋ 18件 ＋ 1.9％

死者数 14人 7人 ＋ 7人 ＋ 100.0％

物損事故 4,418 件 4,326 件 ＋ 92件 ＋ 2.1％

 市議会放送
　市議会３月定例会本会議および予算特別委員会（設置さ
れた場合）を、会議があった日の翌日の午後２時と午後７
時から放送します。

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
、「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐

欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」「
還

付
金
等
詐
欺
」
を
言
い
、
伊
勢

警
察
署
管
内
で
も
、
こ
れ
ら
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
手
口
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

・・
警
察
官
、
金
融
庁
の
職
員
を

か
た
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

 

・・
子
ど
も
や
孫
を
か
た
る
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」

 
・・
利
用
し
て
い
な
い
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）料
金
を
請
求

す
る
「
架
空
請
求
詐
欺
」

 

・・
厚
生
労
働
省
の
職
員
を
か
た

る
「
還
付
金
等
詐
欺
」
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教えて

相談員さん！
！

シリーズ消費
生活相談

伊勢市
消費生活センター（☎㉑5717）

　

最
近
疲
れ
気
味
の
Ａ
子
さ
ん
。

仕
事
か
ら
家
に
帰
る
と
…

ピ
ン
ポ
ー
ン
♪

Ａ
子　

は
ー
い
。

Ｏ
社　

こ
ん
ば
ん
は
、
Ｏ
社
で

す
が
。
ど
ん
な
疲
れ
も
取
れ
る

布
団
は
い
か
が
で
す
か
？

　

Ｏ
社
は
、
こ
の
布
団
を
使
う

と
ぐ
っ
す
り
眠
れ
、
疲
れ
も
取

れ
る
と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
購
入
す
る
と
80
万
円
の
と
こ

ろ
を
50
万
円
に
し
、
枕
ま
で
付

け
て
く
れ
る
と
言
い
ま
す
。
Ａ

子
は
悩
ん
だ
揚
げ
句
、
購
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

〜
３
日
後
〜

Ａ
子　

新
し
い
布
団
で
寝
て
み

た
け
ど
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な

い
み
た
い
。
そ
れ
よ
り
、
勢
い

で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

シ
リ
ー
ズ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

 

予
算
額
〔
平
成
22
年
度
〕  

５
７
４ 
 

万
５
千
円  

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

　

重
度
障
が
い
者
が
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
際
、
そ
の
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

 

・・
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
障
が
い

１
〜
２
級
、
内
部
障
が
い
１
級

 

・・
療
育
手
帳
程
度
Ａ

 

・・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
〜
３
級

※
各
法
に
定
め
る
福
祉
施
設
入

所
者
や
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い

る
人
は
対
象
外
で
す
。

助
成
内
容　

６
０
０
円
分
の
助

成
券
を
、
１
カ
月
に
つ
き
３
枚

（
年
間
36
枚
）
交
付

※
年
度
途
中
に
交
付
す
る
場
合

は
、
申
請
月
を
含
む
年
度
の
残

り
月
数
×
３
枚
を
交
付
し
ま
す
。

※
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
枚
し

か
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
助
成
券
の
有
効
期
間
は
、
交

付
年
度
末
ま
で
で
す
。

※
重
度
身
体
障
害
者
リ
フ
ト
付

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

重
度
身
体
障
害
者
リ
フ
ト
付

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

　

電
車
・
バ
ス
な
ど
の
交
通
手

段
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

重
度
の
身
体
障
が
い
者
が
、
外

出
時
に
リ
フ
ト
お
よ
び
寝
台
付

き
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
、

そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象　

下
肢
・
体
幹
障
が
い
１

〜
３
級
で
、
外
出
時
に
移
動
寝

台
ま
た
は
車
い
す
を
必
要
と
す

る
65
歳
未
満
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
長
寿
課

の「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容　

１
０
０
０
円
分
の

助
成
券
を
、
１
カ
月
に
つ
き
６

枚
（
年
間
72
枚
）
交
付

※
年
度
途
中
に
交
付
す
る
場
合

は
、
申
請
月
を
含
む
年
度
の
残

り
月
数
×
６
枚
を
交
付
し
ま
す
。

※
１
回
の
乗
車
で
６
枚
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

※
助
成
券
の
有
効
期
間
は
、
交

付
年
度
末
ま
で
で
す
。

※
重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

 

予
算
額〔
平
成
22
年
度
〕 

90
万
１
千
円  

心
身
障
害
児
通
園
旅
費
の
助
成

　

障
が
い
児
の
健
全
育
成
と
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

訓
練
施
設
へ
の
通
園
旅
費
（
電

車
・
バ
ス
の
運
賃
）
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
児
童
、
お
よ
び
そ
の
介
護
者

※
ほ
か
の
制
度
で
助
成
を
受
け

て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

対
象
施
設　

草
の
実
学
園
、
あ

す
な
ろ
学
園
、
県
立
聾ろ

う

学
校

助
成
額

 

・・
県
内
の
訓
練
施
設
…
全
額

 

・・
県
外
の
訓
練
施
設
…
第
１
種

の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
２

分
の
１
、
第
２
種
の
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人
は
２
分
の
１
ま
た

は
４
分
の
１

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
た
は
駅

か
ら
訓
練
施
設
ま
で
を
、
最
も

安
価
な
経
路
・
方
法
で
通
園
し

た
場
合
の
運
賃
を
対
象
と
し
ま

す
。
運
賃
割
引
対
象
者
は
、
割

引
後
の
運
賃
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
助
成
額
の
上
限
は
、
月
額
１

万
５
０
０
０
円
で
す
。

※
月
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所

通
所
旅
費
の
助
成

　

小
規
模
作
業
所
へ
通
所
し
て

い
る
人
の
交
通
費
を
一
部
助
成

し
ま
す
。

対
象　

精
神
障
が
い
が
あ
り
、

小
規
模
作
業
所
に
登
録
し
て
通

所
し
て
い
る
人

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
利

用
で
き
ま
せ
ん

 

予
算
額〔
平
成
22
年
度
〕 

20
万
２
千
円  

 

予
算
額〔
平
成
22
年
度
〕 

10
万
８
千
円  
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払
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
心
配

だ
わ
。
布
団
を
使
っ
て
し
ま
っ

た
け
ど
、
返
せ
る
の
か
な
…
。

教
え
て
相
談
員
さ
ん
！

　

こ
の
よ
う
に
、
販
売
員
が
突

然
家
に
や
っ
て
来
て
不
意
打
ち

的
に
販
売
す
る
こ
と
を
「
訪
問

販
売
」
と
言
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
の
場
合
、
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
購
入

し
た
商
品
を
使
っ
て
し
ま
っ
て

も
返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
詳
し
く
は
「
広
報
い
せ
」
11

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

こ
の
ほ
か
、
床
下
を
点
検
す

る
と
い
う
よ
う
な「
点
検
商
法
」

や
、
公
的
機
関
を
装
っ
た
「
か

た
り
商
法
」な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
者
が
あ
っ
て
も
簡
単
に

ド
ア
を
開
け
ず
、
用
件
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
販
売
員
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク（
話
術
）に
惑
わ
さ
れ
ず
、
契

約
は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
予
算

 

額
〔
平
成
22
年
度
〕
　

５
８
１
万
６

 

千
円  （
う
ち
県
補
助
金 

５
７
６
万 
 

８
千
円
）

要になった本や、貸し出しできな
くなった本の展示

 施設抽選会（４月～６月分）
と　き　２月４日㈮、午前10時～
（受け付けは午前９時50分～）
ところ　２階・視聴覚室

 人材育成事業講座企画（読書推進）
 本へのきっかけスキルアップ講座
 「もっと読み聞かせじょうずにな
 りたい！」
と　き　２月27日㈰、①午前10
時30分～午後０時30分・②午後
２時～４時
ところ　２階・視聴覚室
対　象　学校・家庭・地域で子ど
もの読書にかかわる活動を推進・
実践している人、または興味・関
心がある人
内　容　①は幼児への読み聞かせ、
②は小学校での読み聞かせについ
て、実践を重視した講習（①②い
ずれかの参加でも可）
講　師　霜田美津子さん（桜花学
園大学非常勤講師）
定　員　30人（先着順）
申し込み　２月５日㈯から、直接・電
話・ファクスで伊勢図書館へ

開館時間　午前9時～午後7時

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30
分～
ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み
聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
と　き　２月24日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読
み聞かせ、手遊びなど

 上映会
と　き　２月13日㈰、午後１時30
分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「つるの恩がえし」「泣いた
赤鬼」（影絵劇）

 リサイクルフェア
と　き　３月５日㈯・午前９時30
分～午後４時、３月６日㈰・午前９
時～午後３時
ところ　２階・視聴覚室
内　容　保存期間を過ぎた雑誌
（100種類以上・約2,000冊）や図書
（約2,000冊）をリサイクルします
※２月26日㈯・午前９時から、整
理券を配布します。（先着160人）
※３月５日㈯・午前11時30分まで
は入場制限を行い、１人につき５冊
までとします。そのほかは入場・冊
数とも制限はありません。
 汚損・破損した本の展示
と　き　２月12日㈯～ 22日㈫
ところ　２階・展示ホール
内　容　汚損・破損して修理が必

伊勢図書館 小俣図書館

伊勢図書館  ☎㉑0077・FAX㉑0078
休館日  毎週水曜日、第2金曜日

小俣図書館  ☎㉙3900・FAX㉙3902　
休館日  毎週火曜日、第2金曜日

指定管理委託料　1億2,060万円
利用件数　49万1,043件（平成21年度）

 おはなし会
★あかちゃんおはなし会
　２月10日㈭、午前11時～
★たんぽぽおはなし会
　２月12日㈯、午後3時～
★ピッポの会・紙芝居
　２月20日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへや
です。

 図書館おはなし会 &工作
と　き　２月26日㈯、午後3時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の
子どもは保護者同伴）
内　容　お話を読んだ後、ひな人
形を作る工作をします

 上映会
と　き　２月19日㈯、午後2時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　三遊亭楽太郎十八番集「禁
酒番屋」「死神」

 マナーアップ月間
 みんなで利用しよう小俣図書館
■「図書館愛

ラブ

川柳　みんなの小俣
図書館」作品展示
と　き　２月２日㈬～ 28日㈪
ところ　１階・玄関
内　容　昨年11月に募集した「図
書館愛川柳」の作品展示
■汚損・破損した本の展示
と　き　２月12日㈯～ 28日㈪
ところ　１階・閲覧室
内　容　汚損・破損して修理が必
要になった本や、貸し出しできな
くなった本の展示
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申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

〔　
　

  　
　

〕予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
22
年
度
分
で
す
。

と
き　

２
月
24
日
㈭
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
２
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

予
算
額　

約
28
万
７
千
円（
15
回
分
）

と
き　

①
２
月
26
日
㈯
・
②
３

月
４
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
正
午

（
２
日
間
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

①
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に
（
沐も

く

浴よ
く

実
習
、

妊
婦
模
擬
体
験
、着
替
え
体
験
）、

②
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て
に

つ
い
て
（
保
健
師
の
お
話
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

予
算
額　

約
13
万
９
千
円（
４
回
分
）

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
料
理

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　

35
万
円
（
60
回
分
）

と　き ところ 定員
（先着順）

２月15日㈫ 小俣保健センター 35人
２月19日㈯ 福祉健康センター 30人
２月23日㈬ 福祉健康センター 30人

２月25日㈮
ハートプラザみその 30人
光の街コミュニティセンター 20人

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

介
護
予
防
講
演
会

音
楽
療
法
を
楽
し
も
う

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
生
き
が
い
や
生
活
の
張
り

を
見
つ
け
、
毎
日
の
生
活
を
楽

し
み
、
脳
全
体
を
刺
激
し
、
生

き
生
き
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

音
楽
を
通
し
て
、
み
ん
な
で

楽
し
く
脳
を
生
き
生
き
さ
せ
る

体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

３
月
17
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人
で
、
受
講
経
験

の
な
い
人

内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
講

話
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音

楽
療
法

講
師　

伊
沢
径
世
さ
ん
・
尾
崎

尚
美
さ
ん
（
音
楽
療
法
士
）

定
員　
１
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
費　

３

３
３
万
６
千
円
（
う
ち
国
・
県
な
ど

交
付
金
２
２
５
万
２
千
円
）

※
介
護
予
防
講
演
会
分
は
約
15
万

１
千
円
（
４
回
分
）

　

お
口
の
健
康
を
保
ち
、
肺
炎

や
え
ん
下
障
害
を
予
防
し
、
い

つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
事
が
で

き
る
よ
う
、
お
口
の
働
き
を
良

く
す
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

３
月
３
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人
で
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
気

に
な
る
人

 

・・
口
の
渇
き

 

・・
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

 

・・
物
を
飲
み
込
み
に
く
い

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と

お
口
の
健
康
の
話
（
講
師

：

片

山
昇
さ
ん
〔
伊
勢
地
区
歯
科
医

師
会
会
員
〕）、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
口
腔
体
操
な
ど

定
員　

30
人
程
度

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

口
腔
訓
練
教
室

予
算
額　

34
万
５
千
円
（
50
回
分
）

（
う
ち
国
・
県
な
ど
交
付
金
32
万 

１
千
円
）
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市
で
は
、
妊
婦
健
診
に
か
か

る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

１
月
か
ら
新
た
に
検
査
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

検
査
項
目　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

Ⅰ
抗

体
検
査
（
ヒ
ト
白
血
病
ウ
イ
ル

ス

－

１
型
）

対
象　

妊
娠
中
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

Ⅰ
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い

妊
婦

※
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

Ⅰ
は
、
成
人
Ｔ

細
胞
白
血
病
の
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
で
、
母
親
が
こ
の
ウ
イ

ル
ス
を
持
っ
て
い
る
と
、
授
乳

な
ど
に
よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
た
め
、
血
液
検

査
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
22
年
12
月
末
ま
で
に
妊

娠
の
届
け
出
を
し
た
人
で
、
県

内
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場

合
は
、
医
療
機
関
で
受
診
券
を

渡
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
手
続

妊
婦
健
診
の
検
査
項
目
を
追
加

妊
婦
健
康
診
査
事
業
費　

約
１
億

９
０
８
万
１
千
円

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
県
外

で
受
診
す
る
場
合
は
、
健
康
課

で
受
診
券
を
渡
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

２
月
１
日
か
ら
、
次
の
人
を

対
象
に
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
予
防
接
種
は
任

意
の
予
防
接
種
の
た
め
、
接
種

対
象
者
の
保
護
者
の
希
望
に
よ

り
接
種
を
す
る
も
の
で
す
。

　

注
意
事
項
を
ご
理
解
の
上
、

接
種
を
希
望
す
る
人
は
実
施
医

療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

種
類　

①
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
②

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

対
象　

①
②
生
後
２
カ
月
〜
５

歳
未
満
の
子
ど
も
、
③
中
学
１

年
生
〜
高
校
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
女
性

実
施
場
所　

県
内
の
実
施
医
療

機
関
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

接
種
費
用　

無
料

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

任
意
の
予
防
接
種
を
実
施

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ
（
要
予
約
）

持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
母
子

健
康
手
帳
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
ク
ー
ポ
ン
券
（
中
学
１
年

生
〜
３
年
生
の
人
）

※
①
②
は
、
接
種
歴
を
確
認
す

る
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
の
提

示
が
な
い
場
合
は
接
種
で
き
ま

せ
ん
。

※
万
が
一
、
重
篤
な
副
反
応
が

出
た
場
合
は
、
医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度
に
よ
る
救
済
と

な
り
ま
す
。
接
種
す
る
医
師
と

よ
く
相
談
し
、
接
種
す
る
か
ど

う
か
の
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
が
あ
る
人
、
重
篤
な
急
性

疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
、
接

種
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
過
敏
症

や
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
が
あ

る
人
は
、
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日10:00～17:00
（12:00～13:00を除く） 内科・小児科・歯科

夜間 毎日　19:30 ～ 22:00 内科・小児科

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　9,409万5千円（うち他町分担金・診療所収入7,336万円）
■内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）

■重症の人や左表以外の診察

　救急医療情報センター（☎㉘1199、音声自動案内☎0800-100-1199）
　医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科専門医師による電話相談

　相談時間　毎日、19:30～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル（☎＃8000、☎津059-232-9955）

予
算
額　
１
億
３
５
０
０
万
１
千
円

内　容 と　き ところ 問い合わせ先

子育て相談

２月  １日㈫
 ９:30 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課
２月  ８日㈫ 中央保健センター 健康課
２月 15日㈫ ハートプラザみその 健康課
２月 22日㈫ 小俣保健センター 小俣保健センター

保健師・保育士の
子育て健康相談 ２月 25日㈮ 10:00 ～ 11:30 神社地区

コミュニティセンター
健康課

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約）

２月  ２日㈬  ９:30 ～ 11:00 小俣保健センター 小俣保健センター
２月 10日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその 健康課
２月 17日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター 健康課
２月 23日㈬  ９:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

エイズ検査 毎週火曜日  ９:00 ～ 11:00
伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）

伊勢保健福祉事務所

（☎㉗5148）
毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

こころの健康相談（要予約） ２月24日㈭ 13:00 ～ 15:00

主な相談など
予算額　117万２千円（子育て相談48回分・子育て健康相談54回分）
　　　　82万1千円〔うち国・県補助金40万5千円〕（成人健康相談48回分）

※対象は、問い合わせ先が伊勢保健福祉事務所となっているものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。
※「保健師・保育士の子育て健康相談」では、子育て健康相談、身長・体重測定、親子ふれあい遊びなどを行います。
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任意予防接種実施医療機関（①ヒブワクチン、②小児用肺炎球菌ワクチン、③子宮頸がん予防ワクチン）
医療機関名 住所 電話番号 ①② ③ 医療機関名 住所 電話番号 ①② ③

 伊勢市  伊勢市
 荒木内科循環器科  西豊浜町 38 0555 ○  畠中医院  大湊町 36 4572 ○ ○

 伊勢慶友病院  常磐 2丁目 ㉒ 1155 ○ ○  ハートクリニック福井  御薗町長屋 ㉖ 2111 ○ ○

 伊勢外宮前クリニック  宮後 1丁目 ㉑ 1115 ○  花田小児科医院  中島 2丁目 ㉘ 5068 ○ ○

 伊勢志摩レディスクリニック  黒瀬町 ㉑ 0800 ○ ○  濵口医院  神社港 36 4671 ○

 市立伊勢総合病院  楠部町 ㉓ 5111 ○※ ○  はまぐち内科クリニック  上地町 ⑳ 9888 ○

 いせはまごうくらた内科  黒瀬町 ㉑ 5252 ○  林産婦人科内科  小俣町相合 ㉔ 8686 ○ ○

 いど胃腸科クリニック  一志町 ㉘ 3357 ○  東谷呼吸循環器科  神久 5丁目 ㉒ 1181 ○ ○

 今一色診療所  二見町今一色 42 0202 ○ ○  東山胃腸科内科  小俣町元町 ㉒ 4309 ○

 岩田医院  二俣 1丁目 ㉘ 5356 ○  平澤クリニック  中須町 ㉓ 0855 ○ ○

 海野内科  浦口 2丁目 ㉓ 1211 ○  ふじさとこどもクリニック  藤里町 ⑳ 0220 ○ ○

 大西皮ふ科  岡本 3丁目 ㉓ 0322 ○  二見浦内科  二見町茶屋 42 1122 ○ ○

 おざき内科クリニック  御薗町高向 ⑳ 0155 ○  堀胃腸科医院  河崎 1丁目 ㉘ 7556 ○

 越智医院  小俣町明野 37 2275 ○ ○  松村ヒフ科医院  吹上 1丁目 ㉘ 2612 ○

 小野循環器科・内科  御薗町長屋 ㉑ 0660 ○  松本医院  神社港 36 4693 ○ ○

 小原産婦人科  宮後 1丁目 ㉘ 8111 ○  村松有滝診療所  村松町 38 1212 ○ ○

 角前胃腸科医院  藤里町 ㉓ 5211 ○  本橋産婦人科  一之木 1丁目 ㉓ 4103 ○

 亀谷内科胃腸科  岩渕 1丁目 ㉒ 1105 ○  やまぐちレディースクリニック  小俣町本町 ㉑ 3001 ○

 河北内科  小木町 36 3141 ○  山﨑外科内科  楠部町 ㉒ 2218 ○

 河口外科  神田久志本町 ㉓ 2288 ○  山田赤十字病院  御薗町高向 ㉘ 2171 ○ ○

 神田小児科  河崎 1丁目 ㉒ 4545 ○ ○  やまなかこどもクリニック  小俣町相合 ⑳ 8005 ○ ○

 菊川産婦人科  一之木 5丁目 ㉓ 1515 ○  山本医院  二見町溝口 44 2323 ○

 木村クリニック  船江 1丁目 ㉑ 0002 ○  山本内科クリニック  津村町 39 7717 ○

 久保内科診療所  一之木 3丁目 ㉘ 8718 ○  玉城町
 小崎外科産婦人科  勢田町 ㉓ 0123 ○  久瀬医院  佐田 58 3120 ○ ○

 小林胃腸科内科  馬瀬町 36 6500 ○  篠塚小児科  下田辺 58 6300 ○ ○

 さいとう内科呼吸器科三重スリープクリニック  小俣町相合 ㉙ 1159 ○  たまき玉川クリニック  玉川 58 1525 ○

 さかとく小児科  小木町 ㉛ 1511 ○ ○  中嶋医院  蚊野 58 7067 ○

 清水内科  神田久志本町 ㉒ 0100 ○  度会町
 鈴木小児科クリニック  岩渕 2丁目 ㉗ 2611 ○ ○  越智ファミリークリニック  大野木 62 2255 ○

 鷲見内科  宮後 1丁目 ㉘ 2953 ○  大紀町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 高見内科  岡本 1丁目 ㉘ 3931 ○  あゆみ診療所  滝原 0598-86-3111 ○

 宅間内科  船江 3丁目 ㉒ 0808 ○  小関医院  錦 0598-73-2222 ○ ○

 玉石産婦人科  御薗町長屋 ㉒ 5656 ○ ○  小関ひろしクリニック  錦 0598-75-1000 ○ ○

 堤内科クリニック  西豊浜町 37 5030 ○  杉の子クリニック  大内山 0598-72-4600 ○

 積木内科小児科  岡本 3丁目 ㉘ 3738 ○  瀧原診療所  滝原 0598-86-3122 ○ ○

 でぐち内科クリニック  二見町荘 44 1711 ○  七保診療所  打見 0598-83-2016 ○ ○

 寺田産婦人科  小木町 35 0311 ○  宮原医院  阿曽 0598-86-3555 ○ ○

 德田ファミリークリニック  倭町 ㉘ 8425 ○ ○  南伊勢町　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 永井こどもクリニック  八日市場町 ㉘ 2010 ○ ○  小島医院  村山 76 2000 ○ ○

 ながや内科クリニック  船江 3丁目 ㉗ 3000 ○  宿田曽診療所  田曽浦 0599-69-2015 ○ ○

 西井耳鼻咽喉科  一志町 ㉔ 3387 ○  関岡クリニック  五ヶ所浦 0599-67-0070 ○ ○

 西山クリニック  一之木 2丁目 ㉑ 2480 ○  町立南伊勢病院  五ヶ所浦 0599-66-0011 ○

※市立伊勢総合病院の予約受け付け・接種は金曜日の午前のみ。
※接種は、県内の実施医療機関のみとなります。上表の医療機関以外で接種する場合は、健康課へご連絡ください。

禁
煙
ポ
ス
タ
ー

伊
勢
市
長
賞

塩
竹
咲
希
穂
さ
ん
（
厚
生
中
１
年
）

伊
勢
地
区
医
師
会
長
賞

中
村
有
志
さ
ん
（
豊
浜
中
１
年
）
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情
報
コ
ー
ナ
ー

﹇
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹈

募 
集

情報コーナー
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
０
）

資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
20
歳
以
上
（
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
）
の
人

任
期　

委
嘱
し
た
日
〜
平
成
25
年
３
月

31
日

活
動
内
容　

会
議
に
出
席
し
、
環
境
保

全
に
関
す
る
施
策
を
進
め
る
上
で
基
本

と
な
る
計
画
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
し

ま
す

募
集
人
員　

５
人
以
内

応
募
方
法　

２
月
14
日
㈪
〜
28
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）
に
、
応
募
用
紙
と
レ
ポ

ー
ト
（
テ
ー
マ
は
「
環
境
に
関
す
る
思

い
」、Ａ
４
サ
イ
ズ
５
０
０
字
程
度
）を
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－
29
、
ア
ド
レ
ス

kankyo@
city.ise.m

ie.jp

）
へ

選
考
方
法　

選
考
会
議
で
選
考

※
応
募
用
紙
は
、
２
月
14
日
㈪
か
ら
同

課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

市
営
吹
上
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集

管
財
契
約
課
（
☎
㉑
５
５
２
６
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

利
用
車
両　

軽
自
動
車
、小
型
自
動
車
、

普
通
自
動
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

募
集
台
数　

50
台
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日
（
24
時
間
利
用
可
能
）

利
用
料
金　

月
額
８
２
４
０
円

申
し
込
み　

２
月
１
日
㈫
〜
10
日
㈭
に
、

車
検
証
の
写
し
、
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
（
市
内

在
住
の
人
の
み
）、
勤
務
先
の
在
職
証

明
書
（
市
外
在
住
の
人
の
み
）
を
、
直

接
同
課
へ

※
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

吹上駐車場位置図

■伊勢市駅北口（近鉄側）まで徒歩約6分
■伊勢市駅南口（ＪＲ側）まで徒歩約9分
■宇治山田駅まで徒歩約7分

宇治山田駅へ

※
平
成
22
年
12
月
末
現
在
、
32
区
画
の

契
約
が
あ
り
ま
す
。

使
用
料
収
入
〔
平
成
21
年
度
〕
約
２
９
４

万
６
千
円

観
光
文
化
会
館
管
理
運
営
委
員

会
委
員
を
募
集

文
化
振
興
課
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31

日活
動
内
容　

観
光
文
化
会
館
の
管
理
・

運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
ま
す

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
方
法　

２
月
28
日
㈪
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
自
己
紹
介
文
を
記
入
し
、
は

が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
519

－

0592
小
俣
町
元
町
５
４
０
、
ア
ド
レ
ス

kyo-bunka@
city.ise.m

ie.jp

）
へ

選
考
方
法　

選
考
委
員
会
で
選
考

広
告

QRコード
（メールアドレス）
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情報コーナー

講 

座

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
講
座

「
生
き
生
き
元
気
に

老
い
て
か
ら
の
安
心
生
活
」

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
５
９
）

と
き　

３
月
17
日
㈭
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
老
い
じ
た
く
の
心
得
」、

講
演
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
〜
制

度
と
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
」

予
算
額〔
平
成
22
年
度
〕
５
万
円

催
し
物

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会

生
活
支
援
課
（
☎
㉑
５
５
５
７
）

と
き　

２
月
12
日
㈯
、
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容　

社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ

た
個
人
・
団
体
の
顕
彰
、
福
祉
講
演
会

「
か
ら
だ
と
心
の
健
康
づ
く
り
」
森
谷

敏
夫
さ
ん
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
教
授
）

事
業
費
〔
平
成
22
年
度
予
算
〕
40
万
円
（
う

ち
市
負
担
分
20
万
円
）

都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
課
（
☎
㉑
５
５
９
１
）

　

市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査
・
審

議
を
行
う
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き　

２
月
18
日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
３
階
委
員
会

室内
容　

伊
勢
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
一
部
改
定
、
三
重
県
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
改
定
、
用
途
地
域
な
ど
の
都

市
計
画
決
定
素
案
に
つ
い
て
な
ど

審
議
会
開
催
経
費　

約
11
万
８
千
円

お
知
ら
せ

！！伊
勢
総
合
病
院

眼
科
診
療
を
再
開

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

　

同
病
院
の
眼
科
診
療
は
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
休
止
と
な
り
、
そ
の
後
は
非

常
勤
医
師
で
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
２
月
か
ら
全
面
的
に

診
療
を
再
開
し
ま
す
。

　

新
た
に
眼
科
常
勤
医
師
が
２
人
体
制

に
な
り
、
毎
日
の
外
来
診
療
と
手
術
・

入
院
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
眼
科
診
療

の
再
開
に
当
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
眼
科

疾
患
に
対
応
し
た
最
新
の
医
療
機
器
も

整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
科
の
疾
患
で
通
院
・
入
院

し
て
い
る
人
も
、
眼
科
医
師
と
相
談
し

な
が
ら
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

広
告

医
師
・
看
護
師
を
募
集

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

　

同
病
院
の
医
師
お
よ
び
看
護
師
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
病
院
へ
問
い
合
わ

せ
る
か
、
同
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hospital.ise.m
ie.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
午
後
１
時

か
ら
、
市
役
所
本
館
・
３
階
３

－

３
会

議
室
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
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情報コーナー
国
民
健
康
保
険
料
申
告
書
の

提
出
を

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
５
１
）

　

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書
は
、
保
険

料
の
算
定
に
必
要
な
前
年
中
の
収
入
を

申
告
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

１
月
１
日
以
降
に
市
内
に
転
入
し
た

人
や
、
平
成
22
年
中
に
収
入
が
無
か
っ

た
人
も
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。
な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

申
告　

３
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
申
告
書

を
同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申
告
書

は
、
６
月
に
送
付
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

原
付
バ
イ
ク
を
購
入
す
る
と
き
は

課
税
課
税
務
係
（
☎
㉑
５
５
３
１
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
原
付
バ
イ
ク
を

購
入
し
た
場
合
、
原
付
バ
イ
ク
が
届
い

て
も
、
販
売
証
明
書
な
ど
の
書
類
が
届

か
ず
に
登
録
が
で
き
な
い
場
合
や
、
登

録
し
て
も
原
付
バ
イ
ク
が
動
か
ず
、
す

ぐ
に
廃
車
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
原
付
バ
イ
ク
を

購
入
す
る
と
き
は
、
慎
重
に
検
討
し
、

信
頼
で
き
る
人
か
ら
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。

※
原
付
バ
イ
ク
を
譲
る
場
合
は
、
廃
車

手
続
き
を
し
て
か
ら
譲
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
廃
車
手
続
き
を
せ
ず
に
譲

っ
た
場
合
、
譲
り
受
け
た
人
が
名
義
変

更
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
前
の
所
有
者
に
軽
自
動
車
税
が
掛
か

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊

自
動
車
の
変
更
手
続
き

課
税
課
税
務
係
（
☎
㉑
５
５
３
１
）

　

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊
自
動

車
な
ど
に
課
税
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る
人
に
、

年
額
で
掛
か
り
ま
す
。（
月
割
り
は
あ

り
ま
せ
ん
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
３
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
所
有
し
て
い

な
い
の
に
税
金
が
掛
か
る
な
ど
の
問
題

が
生
じ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き
先
が

異
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

 

・・
廃
車
…
廃
棄
処
分
が
済
ん
で
い
る
、

盗
難
に
遭あ

っ
て
所
有
し
て
い
な
い

 

・・
名
義
変
更
…
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
な

ど
を
他
人
に
譲
っ
た
、
ま
た
は
譲
っ
て

も
ら
っ
た

 

・・
住
所
変
更
…
市
内
に
転
入
、
ま
た
は

市
外
へ
転
出
し
た

※
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
・

コ
ン
バ
イ
ン
）
な
ど
を
買
い
替
え
た
場

合
も
、
登
録
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で

す
。

車種 手続き先

・125cc までのバイク
・・小型特殊自動車
（トラクター・フォークリフトなど）

・・課税課軽自動車税担当（☎㉑ 5531）
・・二見総合支所生活環境課（☎42 1112）
・・小俣総合支所生活環境課（☎㉒ 7861）
・・御薗総合支所生活環境課（☎㉒ 0241）
・・各支所

・126cc ～ 250cc のバイク 三重県軽自動車協会
（☎津 059・234・8611）

・・三輪・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会三重事務所
（☎津 059・234・8431）

・251cc 以上のバイク 三重運輸支局
（☎ 050・5540・2055）

広
告
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情報コーナー
学
校
の
体
育
施
設
の
利
用

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
㉒
７
８
９
１
）

　

市
で
は
、
市
立
小
・
中
学
校
の
体
育

施
設
（
体
育
館
・
運
動
場
な
ど
）
を
開

放
し
、
団
体
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
〜
平
成
24
年
３
月
に

体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

事
前
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫（
各

施
設
の
休
業
日
を
除
く
）

申
請
先

 

・・
旧
伊
勢
市
の
学
校
…
各
学
校

 

・・
二
見
町
の
学
校
…
二
見
公
民
館

 

・・
小
俣
町
の
学
校
…
小
俣
総
合
体
育
館

 

・・
御
薗
町
の
学
校
…
御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

※
学
校
や
市
の
行
事
が
行
わ
れ
る
と
き

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
複
数
の

団
体
が
同
じ
日
時
に
利
用
を
希
望
し
た

場
合
は
、
学
区
内
に
あ
る
団
体
を
優
先

し
ま
す
。

使
用
料（
照
明
を
使
用
し
た
場
合
の
み

必
要
）
　

下
表
の
と
お
り

学校施設の使用料
施設 学校名 使用料

体育館

小俣小、明野小、御薗小、倉田
山中、五十鈴中、厚生中、宮川中、
港中、二見中、小俣中、御薗中

全面：1,000 円／ 2時間
片面：500円／ 2時間

上記以外の小・中学校 全面：500円／ 2時間

運動場
宮川中、小俣中、二見中 全面：1,000 円／ 1時間

御薗小 全面：500円／ 1時間

テニスコート 小俣中、御薗中 1コート：300円／ 1時間

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

と
き　

２
月
23
日
㈬
〜
３
月
９
日
㈬
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４
階
選
挙

管
理
委
員
会
室 （
土
曜
日
・
日
曜
日
は

市
役
所
本
館
・
１
階
守
衛
室
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
３
１
８
）

　

「
パ
ー
ト
に
ボ
ー
ナ
ス
が
な
い
の
は

な
ぜ
？
」「
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
正
社
員
と
同
じ
研
修
を
受
け

ら
れ
な
い
の
？
」「
パ
ー
ト
か
ら
正
社

員
に
な
れ
な
い
の
？
」
な
ど
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
を
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
、

お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
。

　

三
重
労
働
局
で
は
月
１
回
の
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
疑
問
や
相
談
に

答
え
て
い
ま
す
。
利
用
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
月
第
３
水
曜
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室

（
津
市
島
崎
町
３
２
７

－

２
・
津
第
二

地
方
合
同
庁
舎
３
階
）

相
談
電
話　

津
０
５
９
・
２
２
６
・
２

１
１
０

広
告

使
用
料
収
入
〔
平
成
22
年
度
予
算
〕
５
６

５
万
３
千
円

※
施
設
開
放
委
託
料
・
水
道
光
熱
費
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
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法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後１時30分～３時30分　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）　対象／市内に住所を有する人　定
員／8人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／相談日当
日の午後１時15分までに広報広聴課へ来所

とき／ 2月3日㈭、午後1時 30分～ 3時 30分　ところ
／福祉健康センター　対象／市内に住所を有する人　定
員／４人（定員を超えた場合は抽選）  申し込み／1月27日
㈭～2月2日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗ 2425）
へ来所または電話

とき／ 2月17日㈭、午後１時30分～３時 30分　ところ
／社会福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎
43 3994）　対象／市内に住所を有する人　定員／４人（定
員を超えた場合は抽選）　申し込み／2月10日㈭～16日㈬
に、社会福祉協議会二見支所へ来所または電話

とき／ 3月3日㈭、午後 1時 30分～３時 30分　ところ／
小俣保健センター　対象／市内に住所を有する人　定員
／ 4人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／ 2月 24日
㈭～ 3月 2日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗
0509）へ来所または電話
※2月中に申し込みを開始するため、今月号に掲載しています。

交通事故
とき／第3水曜日（2月16日）、午後１時～３時　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）　定員／４人（先着順）　申し込み／相
談日当日の午前8時30分～11時に、広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時（受け付けは
午後3時30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口〔三
重県栄町庁舎・3階〕（☎津 059・228・7350）　

行　政
とき／第２火曜日（2月8日）、午後1時～3時　ところ／二
見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所地域振興
課（☎421111）

とき／第3火曜日（2月15日）、午後1時～3時　ところ／広
報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／第 4火曜日（2月22日）、午後1時～3時　ところ／
小俣公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課（☎㉒
7858）

登　記
とき／第2火曜日（2月8日）、午後1時～4時（受け付けは午
後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

人　権
とき／第2木曜日（2月10日）、午後1時～4時（受け付けは
午後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前9時30分～午後4
時30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

公　証（遺言・契約証明）
とき／第1木曜日（2月3日）、午後１時～４時（受け付けは
午後2時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515） 

消費生活（架空請求など）
とき／月曜日～金曜日、午前9時～正午・午後１時～４時
ところ／伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津
059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第３木曜日（2月17日）、午前9時30分～11時 30分
（受け付けは午前11時まで）　ところ／市役所本館・2階第1
会議室　定員／４人（先着順）　申し込み／相談日当日の午前８
時30分から伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717） へ電話

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／生
活支援課（☎㉑ 5556）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／こども課（☎㉑5561）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時 15分
ところ／こども課（☎㉑ 5709）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前 9時～午後４時　ところ／大
世古保育所（☎㉕ 3676）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・3階〕（☎㉒
7867・㉒ 7887）
 臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
とき／月曜日・水曜日・金曜日・午前9時～午後2時、火曜
日・木曜日・午前９時～午後5時　対象／小・中学生および
保護者

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
とき／ 2月8日㈫・22日㈫、午前10時～午後4時　ところ
／サンライフ伊勢　対象／市内に在住または通勤している35
歳以下の人またはその保護者、学校の進路担当教諭　定員／
５人（先着順）申し込み／おしごと広場みえ（☎津059・222・
3309）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があります）
ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（岩渕2丁目
4-9、☎⑳ 6525） 　相談方法／電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支援センター
（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳ 5055）

とき／毎日24時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百
合園（☎㉗ 1511）、山咲苑（☎㉖ 2600）、正邦苑（☎38
1800）、みなと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二
見ふれあいプラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　
相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／第１水曜日（2月 2日）、午後1時～3時　ところ
／小俣保健センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣
支所（☎㉗ 0509）

とき／第2水曜日（2月9日）、午後1時～3時　ところ／
福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊勢支
所（☎㉗ 2425）
とき／第3水曜日（2月16日）、午後1時～3時　ところ
／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会福
祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

とき／第4水曜日（2月23日）、午後1時～3時　ところ／社会
福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

     予算額〔平成22年度〕　4,002万8千円
　　〔同ページに掲載している市主催の相談事業のみ〕2月の無料相談
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